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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外協力隊
	日系JV	＝	日系社会青年海外協力隊
	日系SV	＝	日系社会シニア海外協力隊（単位：人）

■	合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,732
（734／998）

235
（166／69）

89
（33／56）

30
（11／19）

2,086
（944／1,142）

累計
（男性／女性）

45,294
（24,067／21,227）

6,514
（5,266／1,248）

1,503
（575／928）

546
（252／294）

53,857
（30,160／23,697）

■	アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 34 2
エスワティニ 4 1
エチオピア 25
ガーナ 49 2
ガボン 21 7
カメルーン 27 2
ケニア 50 6
ザンビア 65 10
ジブチ 12
ジンバブエ 6
セネガル 37 2
タンザニア 71 2
ナミビア 11
ベナン 45
ボツワナ 18
マダガスカル 34
マラウイ 44
南アフリカ共和国 6 4
モザンビーク 36 3
ルワンダ 47
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 10 3 6
ウルグアイ 5
エクアドル 47 6
エルサルバドル 10
キューバ 1
グアテマラ 22 2
コスタリカ 24 10
コロンビア 19 10
ジャマイカ 22 11
セントビンセント 3
セントルシア 9
チリ 5 5
ドミニカ共和国 27 7 3 2
ニカラグア 1
パナマ 16 1
パラグアイ 38 1 9 3
ブラジル 71 18
ベリーズ 14
ペルー 46 5
ボリビア 35 3 1
ホンジュラス 29
メキシコ 2 8

■	中南米地域
国名 JV SV

インド 18
インドネシア 15 1
ウズベキスタン 26 7
カンボジア 21 10
キルギス 31
タイ 24 5
タジキスタン 4
中華人民共和国 7
ネパール 55 4
東ティモール 36
フィリピン 31 2
ブータン 16 5
ベトナム 39 16
マレーシア 15 6
ミャンマー 18 4
モルディブ 16
モンゴル 49
ラオス 39 1

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 JV SV

セルビア 4 2

国名 JV SV

キリバス 7
サモア 20 1
ソロモン 33 5
トンガ 19 2
バヌアツ 20 4
パプアニューギニア 34 5
パラオ 10 5
フィジー 23 4
マーシャル 5 1
ミクロネシア 14 6

■	大洋州地域

国名 JV SV

イラン 1
エジプト 19 3
モロッコ 22 6
ヨルダン 35

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況
（2019年9月末現在）  

現在の派遣国数

76カ国
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ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊（「シニア海
外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社会シニア
海外協力隊」）の方々は、括弧内の冒頭に「SV」「日系JV」

「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
防災・災害対策 14
コンピュータ技術 10、28
木工 24
相撲 4
PCインストラクター 1、6、8、28
音楽 4
理科教育 36
体育 26、35
小学校教育 20
編集 25
理学療法士 16、22
感染症・エイズ対策 18

■国別索引 掲載ページ
ウガンダ 20、35
ウルグアイ 25
エチオピア 26
ザンビア 1、8
スーダン 16
セントルシア 6
ドミニカ共和国 24
トンガ 4
パプアニューギニア 36
フィジー 22
ブータン 14
ブラジル 4
マラウイ 18
モザンビーク 10

■出身都道府県別索引 掲載ページ
宮城県 22
千葉県 35
東京都 20、25
神奈川県 26
岐阜県 18
愛知県 6
大阪府 8、14
岡山県 36
広島県 24
山口県 16
大分県 10
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Contents

	 22	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（フィジー・理学療法士・2017年度1次隊）

	 24	 希少職種図鑑
	 	 ▶︎木工　 さん（ドミニカ共和国・2016年度3次隊）
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	 26	 JICA	Volunteer’s	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
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 8	 　　CASE	2　職業訓練校でのIT指導
	 	 さん（SV／ザンビア・PCインストラクター・2016年度3次隊）

 10	 　CASE	3　研究施設でのIT環境整備
	 	 さん（モザンビーク・コンピュータ技術・2016年度4次隊）

 12	 　活動Q＆A集

 4	 JICA	Volunteers’	NEWS
	 	 ▶︎隊員が指導を行うオーケストラが来日し、日本のオーケストラと共演（トンガ）
	 	 ▶︎相撲を通してブラジルとの懸け橋になりたい。授業の一環として導入された相撲（ブラジル）
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      意欲の引き出し方
 14	 　CASE	1　行政分野
	 	 さん（ブータン・防災・災害対策・2017年度1次隊）

 16	 　CASE	2　保健・医療分野
	 	 さん（スーダン・理学療法士・2016年度4次隊）
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
裏
側
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
で
相
撲
が
行

わ
れ
て
い
る
と
は
ほ
と
ん
ど
誰
も
想
像
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

1
9
0
8
年
に
出
稼
ぎ
を
目
的
と
し
て
渡
っ
た

日
本
人
移
民
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
の
中

で
最
初
に
相
撲
を
広
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
、
日
本
人
を
中
心
に
試
合
が
行
わ
れ
、

四し

股こ

名な

と
い
う
力
士
の
名
前
が
ひ
と
り
ひ
と
り

に
名
付
け
ら
れ
て
い
た
く
ら
い
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
相

撲
で
使
う
用
語
に
つ
い
て
は
日
本
語
が
使
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、競
技
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、約
4
0
0
人
の
日
系
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

中
心
と
な
り
競
技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の

各
地
域
を
巡
回
し
、相
撲
の
普
及
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
地
域
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
市
長
や

同
僚
の
方
々
と
話
し
合
い
を
進
め
る
中
で
、相
撲

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
教
育
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
6
校
の

小
学
校
で
約
1
5
0
人
の
子
ど
も
た
ち
を
同
僚

の
方
々
と
分
担
し
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

私
が
着
任
す
る
前
か
ら
少
人
数
で
相
撲
稽
古
を

し
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
着
任
当
初
は
稽

古
の
始
ま
る
前
に
靴
や
服
を
整
頓
し
な
い
子
ど

も
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
、
私
は
子
ど
も
た
ち

に
物
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
相
撲
の
活
動
内
容
は
同
僚
の
方
々
と

話
し
合
う
中
で
決
め
て
い
き
、
体
全
体
を
動
か

し
、
参
加
し
た
子
ど
も
全
員
が
楽
し
め
、
な
お
か

つ
相
撲
に
通
ず
る
運
動
を
し
て
い
く
と
い
う
目

標
を
立
て
ま
し
た
。
日
々
新
た
な
運
動
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
悪
い
場

合
も
あ
り
、工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
20
日
と
21
日
に
国
内
で
一
番
規
模
の
大

き
い
「
第
58
回
全
伯
相
撲
選
手
権
大
会
」
が
行

わ
れ
、
私
の
教
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
出
場

し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
か
ら

1
年
未
満
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
に

は
怪
我
な
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
礼
儀
正
し
く
、
そ
し
て
柔

軟
な
体
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
精
神
的
、
肉

体
的
に
強
く
な
り
、
入
賞
者
が
多
か
っ
た
た
め

地
域
別
で
総
合
優
勝
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
後
周
囲
か
ら
「
日
本
ら
し
い
相

撲
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
配
属
先
は
相
撲
を
再
び
普
及
さ

せ
よ
う
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

相
撲
の
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
で
、「
ブ
ラ
ジ
ル

の
相
撲
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の
発
展
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

Brazil相撲を通してブラジルとの懸け橋になりたい。
授業の一環として導入された相撲

　
私
は
ト
ン
ガ
の
ト※

１

ゥ
ポ
ウ
高
等
専
門
学
校

（
以
下
、
T
T
I
）
の
音
楽
科
で
弦※
２

楽
器
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
弦
楽
器
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
日
が
浅
い
ト
ン
ガ
で
、な
ん
と
か
弦
楽

器
を
広
め
た
い
と
い
う
同
僚
の
思
い
か
ら
、ト
ン

ガ
初
と
な
る
T※３
T
I
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
5
年
前

に
誕
生
し
、ト
ン
ガ
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
音

楽
の
一
端
を
担
う
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
企
画
の
発
端
は
、国
際
交
流
演
奏
で
日
本
に

行
け
た
ら
い
い
ね
、と
同
僚
と
意
気
投
合
し
た
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
を
今
回
交
流
の
受
入
母
体
と

な
っ
た
、私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
と
し
て
所

属
し
て
い
る
熊
本
ユ
ー
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
以
下
、
K
Y
O
）
へ
提
案
し
た
と
こ

ろ
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
の
最
大
の

目
的
は
音
楽
を
通
じ
た
国
際
交
流
で
、同
世
代
の

若
者
同
士
が
刺
激
を
受
け
合
い
今
後
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
で
ト
ン
ガ
代
表
が
熊

本
で
試
合
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、ト
ン
ガ
独

自
の
音
楽
の
披
露
に
よ
っ
て
そ
の
宣
伝
効
果
を

担
う
こ
と
も
企
画
の
一
要
素
と
考
え
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
準
備
は
私
ひ
と
り
で
行
っ
て
い
た

た
め
、K
Y
O
の
存
在
・
協
力
な
し
に
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
ト
ン
ガ
人
の
渡
航
費

工
面
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
5
団
体
・

2
個
人
よ
り
助
成
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
準
備
期
間
は
一
進
一
退
の
日
々
。
配
属
先

の
校
長
や
同
僚
と
も
言
葉
の
壁
や
考
え
方
の
違

い
に
よ
る
誤
解
が
生
じ
、幾
度
と
な
く
口
論
も
し

ま
し
た
が
、日
本
に
行
く
と
い
う
目
標
は
揺
る
が

ず
、互
い
に
理
解
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。

　
来
日
中
は
、
小
中
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
団
と

の
交
流
、
計
3
会
場
で
の
ト
ン
ガ
独
自
の
音
楽
披

露
に
シ＊

ピ
タ
ウ
講
座
、
メ
イ
ン
の
K
Y
O
と
の
交

流
お
よ
び
共
演
と
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た

が
、
参
加
者
に
は
非
常
に
よ
い
刺
激
と
な
っ
た
10

日
間
で
し
た
。
ま
た
日
本
人
に
と
っ
て
も
ト
ン
ガ

人
の
温
厚
な
人
柄
や
陽
気
な
音
楽
に
触
れ
た
こ

と
で
、
ト
ン
ガ
と
い
う
国
を
知
り
、
好
印
象
を
抱

い
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
企
画
に
よ
り
ト
ン
ガ
の
学
生
の
練
習
意
欲

が
向
上
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、最
年
少
だ

っ
た
10
代
の
学
生
は
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
特

に
感
銘
を
受
け
、将
来
日
本
で
学
び
た
い
と
い
う

意
志
を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、ト
ン
ガ
へ
帰
国
後
、

今
回
の
参
加
者
と
は
関
係
の
な
い
ト
ン
ガ
人
か

ら
「
彼
ら
を
日
本
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
思
う
と
共
に
、ト
ン
ガ
と
日
本
と
い
う
国
同
士

の
交
流
を
ひ
と
つ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん

だ
な
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
現
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を

は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
両
国
の
交
流
が
続
い
て

い
く
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Tonga隊員が指導を行うオーケストラが来日し、
日本のオーケストラと共演

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

熊本県立劇場での熊本ユースシンフォニーオーケストラ定期演奏会本番（共演）の様子（指揮：高関健氏）。本企画に
参加したトンガの学生のひとりは「また日本に行くため来年就職する」という目標を得たという。「海外で働く親族の仕送
りで生活することが稀でなく、『働く』ことが絶対ではないトンガ人にとって大きな成果だと思います」と尾上さんは話す

授業で相撲を教えている子どもたちが入賞したときの集合写真

熊本県熊本市にある「びぷれす広場」でトンガ
音楽を披露するTTIオーケストラのメンバー。8
月5～14日に来日し、熊本県内にて演奏、交流
などを行った

軟らかいボールを両手で持つことで相撲の基本的な姿勢を指導する飯田さん（左端）

催行の流れ

〈1年4～
6カ月前〉
企画・提案

イベントを企画・構想し、熊
本ユースシンフォニーオーケ
ストラ（以下、KYO）事務局
および指揮者・指導者へ打
診、承諾。

〈11カ月前〉
練習開始

配属先の授業にて共演曲の
練習開始。

〈10カ月前〉
助成金申請

参加者渡航費の助成金申請
開始（KYOが主体）。

〈7カ月前〉
協力要請

在日トンガ大使館トンガ大
使と配属先校長に実施計
画の報告と相談。

〈6カ月前〉
助成決定

初の助成決定（計5団体・2
個人よりご支援いただく）。

〈1～2カ月前〉
参加者の
手続開始

渡日計画をほぼ確定し、航空
券予約。参加者および人数
の最終調整。宿泊先確保。
配属先での集中練習開始。

〈3日前〉
準備完了

航空券購入およびビザ取得
完了。在トンガ日本大使館
へ表敬訪問。

〈1カ月後〉
事後処理

報告書作成、御礼状の作
成、送付など。

大会参加の流れ

〈11カ月前〉
会議

巡回先地域の市長と会議を
行い、相撲のプロジェクトを
開始。

〈10カ月前〉
授業

体全体を動かす運動の採用・
実施。

〈8カ月前〉
地域大会

プロジェクト開始後初となる
地域大会の開催。約100人の
子どもが集まった。

〈7カ月前〉
発表会

市長・子どもたち・親・同僚
が参加し、今までの成果・目
標などについて意見交換。

〈2カ月前〉
会議

今までの活動の反省点・今後
の活動について同僚と意見
交換。

〈1カ月前〉
大会準備

大会で参加者に配るトロ
フィーや景品を同僚とともに
民間企業からいただく。

文 ＝ さん（トンガ・音楽・2017年度1次隊）

文 ＝ さん（ブラジル・相撲・2018年度1次隊）

※1 Tupou Tertiary Institute。トンガのキリスト教フリーウェズリアン教会（メソジスト系）傘下の学校で、数種類の学科から構成される。高校卒業後18歳以上の学生が通う。　※2 ギターなどは以前からあったため、ここではオーケストラで使用
されるヴァイオリンなどの弦楽器を指す。　※3 主にTTI音楽科の学生で構成される管弦楽団。毎日授業にて練習を行い、冠婚葬祭や国の行事での出張演奏も務める。　＊シピタウ…ラグビートンガ代表が国際試合前に舞う民族舞踊。 
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IT分野の協力隊員の活動では、

ハード面の困難（パソコンや関

連機材の充実度などの不足）、

あるいはソフト面の困難（現地

の人が持つ知識・技術のレベ

ルの不足）など、共通の困難が

存在する。そうした課題にどう

対処すべきか。タイプの違う活

動の事例を通して、そのポイン

トを整理する。

特集 1

I
T
分
野
の

活
動
ポ
イ
ン
ト

　
内
田
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
学
校
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
や
教
材
開
発
な
ど
を
所

管
す
る
セ
ン
ト
ル
シ
ア
政
府
の
一
部
局
。
メ
イ

ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
中
学
1
年

生
か
ら
高
校
2
年
生
ま
で
に
当
た
る
生
徒
が
通

う
中
等
学
校
3
校
を
巡
回
し
、
I
T
授
業
で

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
を
教
え
る
こ
と
だ
。

　
同
国
の
中
等
学
校
は
、
4
年
時
か
ら
特
定
の

学
科
を
専
攻
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
内

田
さ
ん
が
担
当
し
た
の
は
、
I
T
科
の
4
年
生

の
授
業
。
巡
回
先
の
同
科
は
、
各
学
年
に
10
人

前
後
の
ク
ラ
ス
が
1
つ
ず
つ
あ
り
、
専
任
教
員

が
1
、
2
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
、従
来
、4
年

生
で
「
プ＊
１

ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
」
を
教
え
、
5
年

生
で
「
プ＊
２

ロ
グ
ラ
ム
の
実
装
」
を
教
え
る
と
い

う
流
れ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
で
は
、
実
装
を
学
ぶ
と
き
に
は
す
で
に
設
計

の
知
識
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
設
計

も
実
装
も
理
解
が
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
い
た

よ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
内
田
さ
ん
が
と
っ
た
や

り
方
は
、
1
回
の
授
業
の
な
か
で
設
計
と
実
装

の
両
方
を
扱
う
と
い
う
も
の
。
授
業
の
前
半
で

1
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
に
つ
い
て
解
説

し
、
後
半
で
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
装
に
取
り

組
ま
せ
た
。
す
る
と
、
後
述
の
よ
う
に
「
数
学

の
基
礎
力
の
不
足
」
が
足
か
せ
と
な
り
、
理
解

が
進
ま
な
い
生
徒
が
い
た
一
方
で
、
み
る
み
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
習
熟
し
て
い
く
生
徒
も
現

れ
て
い
っ
た
。

　
巡
回
先
の
I
T
科
教
員
の
中
に
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
人
も

い
た
。
そ
こ
で
内
田
さ
ん
は
、
彼
ら
へ
の
指
導

に
も
注
力
し
た
。
内
田
さ
ん
の
授
業
を
見
学
し

て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
授
業
の
合
間
に
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
も
実
施
し
た
。
そ
う
し
て
任

期
中
に
、初
学
者
に
は
難
関
だ
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
装
で
必
須
な
技
術
の
「
デ＊
３

バ
ッ
グ
」
ま
で
、

ひ
と
通
り
の
基
礎
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
た
ち
の
基
礎
力
の
底
上
げ

　
内
田
さ
ん
の
教
え
子
た
ち
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
基
礎
的
能
力
に
課
題
が

あ
る
生
徒
も
多
か
っ
た
。「
数
学
力
」
と
「
論
理

的
思
考
力
」
だ
。
そ
こ
で
内
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ら

を
伸
ば
す
た
め
の
指
導
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
教
え
子
た
ち
の
多
く
に
「
数
学
力
」
が
欠
け

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
授
業
を
担
当
し
始
め
て
間
も
な
く
の
こ

と
。「
割
合
」
な
ど
、
小
学
校
で
学
ん
で
い
る
は

ず
の
概
念
が
理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
見
ら

れ
た
の
だ
。
I
T
科
の
5
年
生
が
受
け
る
全
国

統
一
試
験
で
は
、「
値
引
き
計
算
を
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
ど
も
出
題
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
く
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

の
知
識
を
蓄
え
て
も
、「
割
合
」
の
概
念
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
う
し
て
内
田
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
の
数
学

力
を
上
げ
る
た
め
の
策
も
講
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
で
は
、
必
要
と

な
る
数
学
の
知
識
も
丁
寧
に
解
説
。
生
徒
の
数

学
力
が
と
り
わ
け
低
か
っ
た
巡
回
校
で
は
、
放

課
後
に
「
数
学
教
室
」
を
開
催
し
た
。
内
田
さ

ん
の
そ
う
し
た
「
手
間
暇
」
に
比
例
し
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
の
定
期
テ
ス
ト
の
点
数
も

向
上
。
生
徒
か
ら
数
学
に
関
す
る
質
問
を
受
け

る
こ
と
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
生
徒
た
ち
の
論
理
的
思
考
力
の
向
上

を
目
的
に
内
田
さ
ん
が
実
践
し
た
の
は
、「
囲

碁
教
室
」
の
開
催
だ
。
こ
こ
に
石
を
置
い
た
ら
、

次
に
相
手
は
こ
ん
な
手
を
指
し
て
く
る

—
—

。

囲
碁
に
は
そ
ん
な
論
理
的
思
考
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
試
し
に
取
り
入
れ
て
み
た
も

の
だ
っ
た
。
生
徒
た
ち
の
論
理
的
思
考
が
実
際

に
ど
れ
ほ
ど
向
上
し
た
の
か
、
数
値
で
測
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
が
、
囲
碁
教
室
は
後
述
の

「
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
と
並
び
、
参

加
し
た
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が

見
ら
れ
る
活
動
と
な
っ
た
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
か

　
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
4
カ
月
ほ
ど
と
な
っ
た

こ
ろ
、
内
田
さ
ん
は
授
業
の
合
間
を
使
っ
て

「
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
を
教
え
る
課
外

授
業
を
開
く
活
動
を
開
始
し
た
。
教
え
子
た
ち

に
「
I
T
学
科
を
選
択
し
た
理
由
」
を
尋
ね
て

み
た
と
こ
ろ
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
へ
の
興
味
」

で
は
な
く
、「
進
学
や
就
職
に
有
利
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
実
利
的
な
理
由
を
挙
げ
る
回
答
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
自
体

に
あ
る
楽
し
さ
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
て
企
画
し
た
活
動
だ
っ
た
。

　
実
際
に
「
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」

を
開
い
た
の
は
、巡
回
先
の
う
ち
、設
置
さ
れ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
で
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
可
能
だ
っ
た
1
校
。
ま
ず
は
入
門
編
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
の
ボ
ー
ル
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で
操

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
つ
く
り
方
を
指
導
し
た
。
授

業
で
教
え
た
技
術
を
応
用
す
れ
ば
で
き
る
も
の

だ
。
す
る
と
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
し
た
つ
も
り
の
も
の
と
違
う
動
き
を

ボ
ー
ル
が
す
る
と
、
飽
き
る
こ
と
な
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
書
き
直
し
を
重
ね
る
。
そ
う
し
て
よ
う

や
く
ボ
ー
ル
が
思
い
描
い
て
い
た
通
り
の
動
き

を
見
せ
た
と
き
の
生
徒
た
ち
の
喜
び
の
表
情

は
、
ま
さ
に
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
」

を
実
感
し
た
に
違
い
な
い
と
確
信
で
き
る
も
の

だ
っ
た
。

P ro f i l e

活動の概要

さん

1988年生まれ、愛知県出身。首都大学東京大学院の修
士課程を修了後、自動車電装品メーカーに就職し、組み
込みソフトウェアの開発を担当。2017年3月、協力隊員と
してセントルシアに赴任。19年5月に帰国。現在は、自動
車向けソフトウェアの外資系ベンダーで技術サポートを
担当。

セントルシア教育・革新・ジェンダー・持続的開発省の
カリキュラム・教材開発局（カストリーズ郡カストリーズ）
に配属され、中等学校のIT教育に関する主に以下の活
動に従事。
●プログラミング授業の実施
●数学の補講の実施
●ゲームプログラミング教室の開催
●囲碁教室の開催
●業務改善ソフトウェア（成績表を自動的に作成するソ

フトウェア）の作成

自分の経験や技術を
振り返って！
授業を担当するにあたり、何から手を

つけ、どんなことを扱い、指導すれば

良いのか迷うこともあると思います。

そんなときは、自分がそれまでの経

験で身につけた技術を見返し、それ

をどう反映していけるかを考えてみて

はいかがでしょうか。

後

輩
隊員へひとこと

❹

❸

❶

❶内田さんが開催した「ゲームプログラミン
グ」の教室で、自分がプログラミングした
ゲームの動きに興奮し、スマートフォンで
画面を撮影する生徒

❷ゲームを作成するソフトの画面
❸プログラミングの授業で「設計」の演習

問題を指導する内田さん（右）
❹ 「論理的思考力」の養成を目的に内田さ

んが立ち上げた「囲碁教室」

＊1 プログラムの設計…コンピュータにどのような処理をどのような順番でさせるかを構想すること。

＊2 プログラムの実装…つくった設計をもとに、プログラミング言語による記述を行うこと。

＊3 デバッグ…プログラムのなかの問題がある箇所を見つけ、修復する作業。

さん（セントルシア・PCインストラクター・2016年度4次隊）の事例

中等学校のIT科で「プログラミング」の授業を担当した内田さん。

生徒たちに「数学の基礎力がない」「プログラミングへの興味が薄い」といった

課題があったなか、各種の課外授業を織り交ぜながら技術習得を支援した。

「ゲームプログラミング」や
「数学」など、課外授業を織り交ぜ
プログラミングを指導

中等学校での
IT指導

CASE 1

❷
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津
村
さ
ん
の
配
属
先
は
、
国
内
第
2
の
都
市

に
あ
る
職
業
訓
練
校
。
機
械
科
や
電
気
科
な
ど

い
く
つ
か
の
専
門
学
科
が
設
け
ら
れ
、
5
0
0

人
ほ
ど
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
た
。
津
村
さ
ん

の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、
全
学
科
の

選
択
科
目
と
な
っ
て
い
た
I
T
の
授
業
を
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
と
分
担
す

る
こ
と
だ
。

　
配
属
校
の
生
徒
の
大
半
は
P
C
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
I
T
授
業
を
選
択
し
た
生
徒
が
P
C
に

触
れ
る
機
会
と
い
え
ば
、
週
に
1
、
2
回
あ
る

I
T
の
授
業
が
す
べ
て
と
い
う
状
態
。
授
業
で

求
め
ら
れ
て
い
た
達
成
目
標
は
、
P
C
操
作
の

基
礎
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
I
T
授
業

を
受
講
す
る
生
徒
の
人
数
は
、
1
授
業
あ
た
り

30
〜
50
人
程
度
。
そ
れ
に
対
し
、
I
T
授
業
を

行
う
P
C
教
室
に
当
初
設
置
さ
れ
、
使
用
可
能

だ
っ
た
P
C
は
、
わ
ず
か
9
台
だ
っ
た
。
し
か

も
、
週
に
2
度
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
停
電
が
発
生

し
、
一
時
P
C
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
津
村
さ

ん
は
そ
う
し
た
状
況
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
教
材
を
開
発
し
て
い
っ
た
。

　
停
電
中
に
で
き
る
指
導
の
た
め
の
補
助
教
材

は
、
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
い
た
。
エ
ク
セ
ル

な
ど
の
操
作
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め

の
紙
芝
居
な
ど
だ
。

　
つ
く
っ
た
補
助
教
材
の
な
か
で
と
り
わ
け
効

果
が
高
か
っ
た
の
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
つ

く
っ
た
マ
ウ
ス
の
模
型
だ
。
授
業
中
に
P
C
を

操
作
す
る
生
徒
の
手
の
動
き
を
観
察
す
る
と
、

マ
ウ
ス
で
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
き
に
、
1

度
目
の
ク
リ
ッ
ク
と
2
度
目
の
ク
リ
ッ
ク
の
間

に
マ
ウ
ス
を
動
か
し
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
ド

ラ
ッ
ク
&
ド
ロ
ッ
プ
の
最
中
に
マ
ウ
ス
を
押
す

指
を
外
し
て
し
ま
っ
た
り
と
、
細
か
な
操
作
が

苦
手
だ
と
感
じ
ら
れ
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
、「
マ
ウ
ス
さ
ば
き
」
の
肉
体
的
な
訓
練
を

す
る
道
具
と
し
て
つ
く
っ
た
の
が
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
製
の
マ
ウ
ス
模
型
だ
。
P
C
が
空
く
の
を

待
つ
間
な
ど
に
、
そ
れ
を
使
っ
て
練
習
を
さ
せ

た
。
す
る
と
、
当
初
は
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
も
お

ぼ
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
生
徒
で
あ
っ
て
も
、

1
つ
の
学
期
で
マ
ウ
ス
の
基
本
操
作
が
難
な
く

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
っ
た
。

タ
イ
ピ
ン
グ
技
術
は
一
生
の
宝

　
手
元
を
見
な
い
で
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
「
タ
ッ

チ
・
タ
イ
ピ
ン
グ
」
を
習
得
す
る
た
め
に
作
成

し
た
の
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
実
寸
大
で
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
、「
ど
の
キ
ー
を
、
ど
の
指
で
タ
イ

プ
す
る
か
」
を
色
分
け
で
示
し
た
補
助
教
材
だ
。

常
に
人
差
し
指
を
置
い
て
キ
ー
の
位
置
を
測
る

基
点
と
す
る
「
人
差
し
指
の
ホ
ー
ム
キ
ー
（
F

と
J
の
キ
ー
）」
に
は
、
実
際
の
キ
ー
ボ
ー
ド
と

同
様
、
突
起
を
付
け
た
。
津
村
さ
ん
は
こ
れ
を

生
徒
た
ち
に
配
布
し
、
タ
ッ
チ
・
タ
イ
ピ
ン
グ

を
指
導
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
ど
う
し
て
も

手
元
に
目
を
や
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
次
に
試
み
た
の
は
、
実
物
の
キ
ー

ボ
ー
ド
に
、
手
元
が
見
え
な
く
な
る
カ
バ
ー
を

装
着
し
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
を
さ
せ
る
と
い

う
や
り
方
だ
。
P
C
の
モ
ニ
タ
ー
の
背
後
の
壁

に
は
キ
ー
ボ
ー
ド
の
絵
を
貼
り
、
キ
ー
の
位
置

を
想
起
す
る
助
け
と
し
た
。
当
初
、
そ
の
状
態

で
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
わ
け
が

な
い
と
い
う
様
子
を
見
せ
て
い
た
生
徒
た
ち

だ
っ
た
が
、
津
村
さ
ん
が
カ
バ
ー
を
し
た
状
態

の
キ
ー
ボ
ー
ド
で
タ
イ
ピ
ン
グ
を
実
演
し
て
見

せ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
驚
愕
。
に
わ
か
に
練
習

に
熱
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
津
村
さ
ん
は
生
徒
た
ち
に
対
し
、「
こ
れ
か

ら
は
、
ど
ん
な
仕
事
も
P
C
を
使
う
時
代
。
タ

イ
ピ
ン
グ
技
術
を
今
、習
得
し
て
お
け
ば
、一
生

の
宝
に
な
る
よ
」
と
声
を
掛
け
、
鼓
舞
し
た
。
さ

ら
に
、
生
徒
た
ち
が
P
C
に
触
れ
る
時
間
を
増

や
す
た
め
、
津
村
さ
ん
は
空
き
時
間
や
放
課
後

も
可
能
な
限
り
P
C
室
を
離
れ
ず
、
生
徒
た
ち

に
P
C
を
開
放
し
た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す

る
な
ど
し
て
使
え
る
P
C
の
台
数
を
増
や
し
た

り
、
放
課
後
の
遅
い
時
間
ま
で
開
い
て
い
る
図

書
室
に
も
数
台
配
置
し
た
り
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
に
熱
が
増

す
と
、
津
村
さ
ん
は
さ
ら
に
彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習

に
使
う
無
料
の
ソ
フ
ト
を
各
P
C
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
。
表
示
さ
れ
た
文
字
列
を
入
力
し
て
い

く
と
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
が
測
定
さ
れ

る
も
の
だ
。
そ
う
し
て
、
1
分
間
に
50
文
字
以

上
の
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
レ
ベ
ル
1
、

1
0
0
文
字
以
上
な
ら
レ
ベ
ル
2
と
い
う
よ
う

に
、
習
熟
度
の
「
ラ
ン
ク
」
を
設
定
し
、
学
期
末

試
験
と
同
じ
時
期
に
タ
イ
ピ
ン
グ
の
検
定
試
験

を
行
う
こ
と
に
し
た
。
試
験
を
受
け
た
生
徒
た

ち
に
は
、
合
格
し
た
ラ
ン
ク
を
記
載
し
た
手
づ

く
り
の
「
認
定
証
」
を
発
行
。
さ
ら
に
、
成
績
上

位
者
は
校
内
の
掲
示
版
に
名
前
を
貼
り
出
し

た
。
す
る
と
、
成
績
上
位
者
を
貼
り
出
し
た
直

後
は
毎
回
、
掲
示
版
の
前
に
生
徒
の
人
だ
か
り

が
で
き
、
彼
ら
が
興
味
を
持
っ
て
検
定
試
験
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
う
し
て
、
津
村
さ
ん
の
帰
国
直
前
に
行
わ
れ

た
学
期
末
試
験
の
際
に
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
検

定
試
験
を
受
験
し
た
生
徒
が
皆
、
最
低
限
の
目

標
と
し
て
い
た
レ
ベ
ル
1
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
っ
た
。

C
P
も
実
技
重
視
の
姿
勢
に
賛
同

　　
C
P
を
含
め
、
現
地
の
教
員
た
ち
が
行
う
授

業
の
ス
タ
イ
ル
は
、
教
員
が
板
書
を
し
な
が
ら

講
義
し
、
生
徒
た
ち
は
板
書
を
ノ
ー
ト
に
書
き

写
し
て
、
ひ
た
す
ら
知
識
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
も
の
。
I
T
授
業
で
あ
っ
て
も
、
学
期
末

の
試
験
は
知
識
を
問
う
筆
記
の
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
津
村
さ
ん
は
当
初
、
実

技
を
重
視
す
る
自
分
の
授
業
の
や
り
方
を
、

C
P
は
快
く
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
杞
憂
に
終

わ
っ
た
。
着
任
か
ら
4
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
津
村
さ
ん
が
開
発
す
る
補
助
教
材
に

C
P
が
興
味
を
示
し
、「
そ
れ
は
ど
う
や
っ
て

使
う
の
で
す
か
？
」
な
ど
と
聞
い
て
く
る
よ
う

に
な
り
、
や
が
て
彼
自
身
が
自
分
の
授
業
に
も

取
り
入
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
。

さ
ん

 （
S
V
/
ザ
ン
ビ
ア
・
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
2
0
1
6
年
度
3
次
隊
）
の
事
例

職
業
訓
練
校
に
配
属
さ
れ
、
I
T
の
授
業
を
担
当
し
た
津
村
さ
ん
。

P
C
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
生
徒
た
ち
の
実
技
の
力
を
上
げ
る
た
め
、

補
助
教
材
の
開
発
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

手
づ
く
り
の
補
助
教
材
を
開
発
し
、

生
徒
た
ち
の
実
技
の
力
の

向
上
を
後
押
し

職業訓練校での
IT指導

CASE 2

どのような環境の中でも
できることは必ずある！
現地の人たちの役に立つと感じるな

らば、どんなことでも取り組んで構わ

ないのではないでしょうか。私は、最

悪PCが1台もない状況でも、やれる

ことは必ずあるはずだと思って活動

に取り組みました。

後

輩
隊員へひとこと

❶津村さんが手づくりした補助教材のひとつ
である「PC構造パズル」。PC内の部品
や、それらの間の関連性を示すカード（左
下の囲み内）を並べて、PCの構造を学ぶ
ものだ

❷津村さんが手づくりした補助教材のひと
つで、「二進法」を学ぶためのもの。表に

「1」、裏に「0」が書かれたカードを並べて
ぶら下げ、任意の二進数をつくっては、十
進数への変換をさせていく

❸ペーパーキーボードを使い、ホームキーに指
を置く練習を行う生徒たち

❹タッチ・タイピングの練習のためにキーボー
ドにカバー（手前）を被せたPC

P ro f i l e

活動の概要

さん

1950年生まれ、大阪府出身。関西学院大学を卒業後、
製薬会社に就職し、主にIT関連業務に従事。2015年に
退職した後、17年1月、シニア海外ボランティアとしてザ
ンビアに赴任。19年1月に帰国。

キトウェ職業訓練校（コッパーベルト州キトウェ郡キト
ウェ）に配属され、主にITに関する以下の活動に従事。
●IT授業の実施（扱ったテーマは、ワード、エクセル、パ
ワーポイント、コンピュータ基礎学、タッチ・タイピング
など）
●教員やスタッフへのコンピュータに関する技術指導
●コンピュータ室の管理・運営
●カウンターパートへの5S活動指導

❷

❶

❸

❹



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

　
垣
迫
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
国
立
の
農

業
研
究
機
関
が
有
す
る
研
究
施
設
。
求
め
ら
れ

た
活
動
の
ひ
と
つ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
だ
。
配
属
先
に
は
研
究
者
と
総
務
を
中
心

と
す
る
約
60
人
の
職
員
が
お
り
、
個
々
人
が
独

立
し
て
P
C
を
使
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

一
方
、
配
属
先
は
S
I
M
カ
ー
ド
を
用
い
た
携

帯
電
話
回
線
を
使
用
す
る
W＊
１

i

-

F
i
ル
ー

タ
ー
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
。
配
属
先
は
、
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲

に
12
の
平
屋
の
建
物
が
点
在
し
、
2
カ
所
の

W
i-

F
i
ル
ー
タ
ー
を
用
い
て
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

配
属
先
が
契
約
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
は
、
ル
ー
タ
ー 

の
近
く
に
机
が
あ
る
ご
く
一
部
の
職
員
に
限
ら

れ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

　
そ
う
し
て
垣
迫
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

配
属
先
が
契
約
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
、常
時
、多
く
の
職
員
が
利
用
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
際
に
配
慮
し
た

点
の
ひ
と
つ
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
私
的

利
用
」
で
あ
る
。
W
i-

F
i
ル
ー
タ
ー
の
設
置

数
を
増
や
し
、
配
属
先
内
の
ど
こ
に
い
て
も
無

線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
利
便
性
は
上
が
る
。
し
か
し
、
そ
う
す

る
と
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ホ
を
常
時
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
な
り
、
私
的

な
利
用
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
結
果
、
回
線
が
混
雑
し
、
業
務
に
差
し
障
り

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
垣
迫
さ
ん
が
選
択
し
た
の
は
、
配
属

先
内
に
L＊２
A
N
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
巡
ら
せ
、
有

線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
や
り
方
だ
。
垣
迫
さ
ん
は

G
o
o
g
l
e 

E
a
r
t
h
の
航
空
写
真
を

使
い
、
配
属
先
の
12
の
建
物
の
間
に
渡
す
ケ
ー

ブ
ル
の
長
さ
を
算
出
す
る
な
ど
し
て
、
必
要
な

物
品
の
見
積
も
り
を
作
成
。
し
か
し
、
そ
れ
を

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
に
あ
た

る
総
務
部
門
の
幹
部
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
、「
予

算
不
足
」
と
の
理
由
で
却
下
さ
れ
て
し
ま
う
。

着
任
し
て
10
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
思
い
が
け
ず
状
況
が
打
開
で
き
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
半
年
ほ
ど
後
の
こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
頓
挫
し
て
い
る
こ
と

を
、
C
P
の
上
司
に
当
た
る
配
属
先
の
ト
ッ
プ

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
描
い
た
プ
ラ
ン
の
意
義

を
理
解
し
、
必
要
な
物
品
の
購
入
を
即
座
に
了

承
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
限
ら
れ

た
予
算
の
な
か
、
建
物
の
壁
に
穴
を
開
け
、

L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
を
通
す
作
業
な
ど
は
、
外
部

の
業
者
に
外
注
せ
ず
、
P
C
に
強
い
同
僚
職
員

と
垣
迫
さ
ん
が
こ
な
し
た
。
そ
う
し
て
任
期
中

に
実
現
が
叶
っ
た
の
は
、
プ
ラ
ン
の
6
割
程
度
。

配
属
先
の
12
の
建
物
の
う
ち
、
9
棟
の
間
を

L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぎ
、
う
ち
4
棟
で
は

建
物
内
の
す
べ
て
の
P
C
に
L
A
N
ケ
ー
ブ
ル

を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

人
事
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

　
L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
が
完
了
し
た
4
棟

で
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
サ
ー
バ
ー
と

し
て
の
役
割
を
持
た
せ
た
P
C
を
配
置
し
、
共

有
フ
ォ
ル
ダ
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
も
つ
な
ぎ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
以
外
の
用
途
に
も
活
用

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
仕
立
て
た
。

　
サ
ー
バ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
叶
っ
た
の
は
、

職
員
が
共
有
す
る
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
導
入

だ
。
垣
迫
さ
ん
が
配
属
先
か
ら
要
望
を
受
け
て

構
築
し
、
活
用
が
定
着
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

職
員
の
名
前
や
住
所
な
ど
人
事
情
報
を
集
約
し

た
「
人
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
あ
る
。
配
属
先

で
は
従
来
、
人
事
情
報
は
人
事
部
門
と
研
究
部

門
が
別
々
の
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
、
管

理
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
方
の
み
で
更
新

が
な
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
両
者
の
情
報
の
間
に

は
食
い
違
い
が
生
ま
れ
て
い
た
。
人
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
情
報
を
そ
こ
に
集
約
し
、

一
元
的
に
管
理
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題
の
発

生
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
幸
い
、
人
事
部
門

の
職
員
た
ち
が
働
い
て
い
る
の
は
、
L
A
N

ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
が
完
了
し
た
棟
だ
っ
た
。

　
垣
迫
さ
ん
は
人
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に

あ
た
り
、
配
属
先
の
職
員
た
ち
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
工
夫

を
し
た
。

■
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
の
選
択

　
配
属
先
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
使
う

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
は
無
料
の
も
の
に
す
る

こ
と
と
し
た
が
、
実
際
に
選
ん
だ
の
は

「
Pポ
ス
ト
グ
レ
ス
キ
ュ
ー
エ
ル

o
s
t
g
r
e
S
Q
L
」
と
い
う
ソ
フ
ト
。

将
来
的
に
配
属
先
の
研
究
者
が
使
っ
て
い
た

G＊３
I
S
の
デ
ー
タ
も
格
納
す
る
こ
と
が
で
き
る

点
に
着
目
し
て
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
選
択
し

た
。

■
ユ＊
４
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
選
択

　
配
属
先
の
職
員
が
も
っ
と
も
使
い
慣
れ
て
い

た
ソ
フ
ト
は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
。
そ
こ
で
、
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人
事
情
報
の
登
録
更
新
や
閲
覧
の
た
め
の
検
索

な
ど
の
操
作
を
す
る
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
施

し
た
専
用
の
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

■
「
表
記
の
ゆ
れ
」
へ
の
対
応

　
配
属
先
の
職
員
た
ち
が
使
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
記

号
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で
そ
れ
ら

を
入
力
す
る
方
法
が
わ
か
ら
ず
、
P
C
で
入
力

す
る
際
は
そ
れ
ら
を
省
い
て
し
ま
う
職
員
も
い

た
。
そ
こ
で
垣
迫
さ
ん
は
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
入
力
し
た
単
語
に
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
じ
検
索
結
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
数
を
作
成
し
、シ

ス
テ
ム
に 

組
み
込
ん
だ
。

　
人
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
完
成
は
、
垣
迫
さ
ん

の
帰
国
の
約
半
年
前
。
主
に
活
用
す
る
人
事
部

門
の
職
員
5
人
を
対
象
に
、
使
い
方
を
伝
え
る

研
修
を
開
い
た
。
幸
い
、
帰
国
の
3
カ
月
前
に

同
部
門
の
ト
ッ
プ
に
着
任
し
た
人
物
が
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
意
義
に
と
り
わ
け
強
い
理
解

を
示
し
、運
用
が
確
実
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

❶垣迫さんがつくった人事データベースを操
作する人事部門の職員

❷人事データベースの登録画面
❸配属先の建物と建物の間にLANケーブル

を敷く作業を行う同僚職員

❷

❶

❸

業務の効率化に向け、
現場に合ったやり方で
LANやデータベースを整備

P ro f i l e

活動の概要

さん

1983年生まれ、大分県出身。首都大学東京大学院修士
課程を修了後、ソフトウェア開発会社に就職。2017年3
月、協力隊員としてモザンビークに赴任。19年3月に帰
国。現在は日本のNGOに所属し、モザンビークにおける
サイクロン「イダイ」の被災者支援事業の現地調整員を
務める。

モザンビーク国立農業研究所のナンプラ地域農業試験
場（ナンプラ州ナンプラ市）に配属され、主に以下の活
動に従事。
●職員が使うPCの修理
●LANの構築
●人事データベースの構築
●研究データベースの構築（未完成）

さん（モザンビーク・コンピュータ技術・2016年度4次隊）の事例

農業の研究施設に配属され、IT環境の整備を担当した垣迫さん。

業務でPCが使われているにもかかわらず、ほとんど手付かずの状態だったLANや

データベースの整備に取り組み、業務の効率化を後押しした。

IT分野の活動ポイント特集 1

＊1 Wi-Fiルーター…複数の端末をインタ

ーネット回線に無線でつなぐ装置。 

＊2 LANケーブル…LAN（限られたエリ

ア内のネットワーク）で使われる、PCやプ

リンタなどをつなぐケーブル。

＊3 GIS…地理情報システム。「人口」など

特定の場所の状態を表す情報を、地図の

電子データ上に可視化する技術。

＊4 ユーザインターフェイス…機器やソ

フトを使う際に、利用者が機器やソフト

との間で情報のやりとりをする方式。

研究施設での
IT環境整備

CASE 3

新 たに 導 入する 仕 組 み
は、現地に合ったものに！
活動先にITの新たなシステムを導入

する際、それがいかに有益なもので

あっても、使い手となる人たちが操作

に手こずるようでは、活用の定着は望

めないでしょう。そのため、あらかじ

め彼らのスキルをしっかり把握してお

くことが不可欠だと思います。

後

輩
隊員へひとこと



作者：ガーナのPCインストラクター隊員
内容：職業訓練校におけるIT授業の生徒に

向けた、PCのハードウェアに関する
動画教材。PCのハードウェアの基本
知識や修理方法について解説する。

形態：MP4・英語
構成： 「PCとは」「PCの操作方法」「PCの

修理方法」など

『COM PU T ER HAR DWAR E』

A1IT分野の 活動ポイント特集 1

ボランティア成果品 

Pick Up
（IT 分野）
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ト
で
検
索
し
て
見
つ
け
出
し
ま
す
。
こ
の
と

き
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
はC

hrom
e

を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

❷
翻
訳

　
見
つ
か
っ
た
H
P
が
補
助
教
材
の
素
材

と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
ら
、
以
下
の
手
順

で
翻
訳
し
ま
す
。
英
語
だ
け
で
な
く
、
多
言

語（
フ
ラ
ン
ス
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
）
に

翻
訳
可
能
で
す
。
多
少
誤
訳
も
見
ら
れ
ま
す

が
、十
分
に
利
用
可
能
で
す
。

●C
hrom

e

の
右
上
に
あ
る「
設
定
ボ
タ
ン
」

（
　
　
）
を
押
下
し
、さ
ら
に
プ
ル
ダ
ウ
ン
さ

れ
た
リ
ス
ト
か
ら「
設
定
」
を
選
択
し
ま
す
。

●
左
に
表
示
さ
れ
た
設
定
メ
ニ
ュ
ー
の
一

番
下
に
あ
る「
詳
細
設
定
」
を
選
択
し
、下
位

メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
ま
す
。

●「
言
語
」
の
設
定
項
目
の
う
ち
、「
母
国
語

以
外
の
ペ
ー
ジ
で
翻
訳
ツ
ー
ル
を
表
示
す

る
」
を「
O
N
」
に
す
れ
ば
、
翻
訳
機
能
が
有

効
に
な
り
ま
す
。

●「
言
語
」
の
設
定
項
目
の
う
ち
、翻
訳
し
た

い
言
語（「
英
語
」
な
ど
）
を
選
ん
で
右
端
の

「
設
定
ボ
タ
ン
」（
　
　
）
を
押
し
、「
こ
の

言
語
の
ペ
ー
ジ
で
翻
訳
ツ
ー
ル
を
表
示
す

る
」
を「
O
N
」
に
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
事

前
設
定
で
す
。

●
翻
訳
対
象
H
P
を
開
き
、
U
R
L
入
力
エ

リ
ア
の
右
端
に
あ
る「『
こ
の
ペ
ー
ジ
を
翻

　

中
・
高
校
生
に
対
す
る
I
T
教
育
の
補

助
教
材
の
作
成
を
始
め
ま
し
た
。
赴
任
し
た

ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
語
学
レ
ベ
ル
が
低
く
、

教
材
づ
く
り
に
時
間
が
か
か
る
の
で
苦
労

し
て
い
ま
す
。

　

I
T
を
活
用
し
て
効
率
よ
く
教
材
を
つ

く
れ
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
、
良
い
方
法
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境

に
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
が（
こ

れ
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
）、
日
本
語
で
説
明
さ
れ
た
H
P
を

G
oogle C

hrom
e

（
以
下
、Chrom

e

）
の

機
能
を
使
っ
て
任
国
の
言
語
に
翻
訳
す
る

と
い
う
方
法
が
、
補
助
教
材
を
つ
く
る
う
え

で
役
立
つ
か
と
思
い
ま
す
。

❶
素
材
の
収
集

　
補
助
教
材
の
素
材
と
な
り
そ
う
な
日
本

語
で
説
明
さ
れ
た
H
P
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

訳
』
ボ
タ
ン
」（
　
　
）
を
押
す
と
、
数
秒
で

H
P
が
翻
訳
さ
れ
ま
す
。

❸
P
D
F
化
と
編
集

　
翻
訳
さ
れ
た
H
P
を
開
い
た
状
態
で「
印

刷
」
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
ボ
ッ
ク
ス
を
出
し
、「
送

信
先
」
に「
P
D
F
に
保
存
」
を
選
択
し
て

「
保
存
」
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と
、翻
訳
さ
れ

た
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
が
手
に
入
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
編
集
を
加
え
た
い
場
合
は
、

P
D
F
の
文
字
を
カ
ッ
ト
＆
コ
ピ
ー
で

W
o
r
d
等
の
フ
ァ
イ
ル
に
貼
り
つ
け
、
そ

の
フ
ァ
イ
ル
上
で
編
集
し
ま
す
。

❹
活
用
事
例
　

　
た
と
え
ば
、
日
本
語
に
よ
る
I
T
学
習
の

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
も
、
現
地
語
に
自
動
翻

訳
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
語

に
自
動
翻
訳
し
、
留
学
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

に
提
供
し
た
際
に
は
、
十
分
に
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ロ
ー
す
る
な
ら
ば
、「
寄
贈
」
で
は
な
く
「
投

資
」
に
な
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
ま
す

ね
。

　
投
資
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
は
、
生
徒
が

P
C
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
、
安
定

し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
の
収
入
に
よ
り
、
生
徒
の
子
供

に
よ
り
よ
い
教
育
を
与
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

増
え
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
備
品
そ
の

も
の
は
5
年
も
す
れ
ば
使
え
な
く
な
り
ま

す
が
、
将
来
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
比
較
的

大
き
な
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
セ
オ
リ
ー

と
し
て
は
、
配
属
先
に
備
品
購
入
を
お
願
い

す
る
べ
き
で
す
が
、
や
は
り
資
金
面
で
困
難

を
抱
え
て
い
る
配
属
先
で
は
対
応
が
難
し

く
、
自
助
努
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
隊
員
個
人
で
賄
え
る
範
囲
で
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
金
額
で
な
け
れ
ば
、
自
分
で

購
入
し
て
し
ま
う
の
も
あ
り
だ
と
考
え
ま

す
。
備
品
を
買
っ
て
配
属
先
に
与
え
る
だ
け

で
は
、
単
な
る
「
寄
贈
」
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
買
っ
た
備
品
の
活
用
ま
で
フ
ォ

　
ま
た
、
隊
員
本
人
が
投
資
の
リ
タ
ー
ン
を

得
る
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
策
を
考
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
購
入
し
た
備
品
を
ど
う
活
用
す
る
か
？

　
紛
失
や
故
障
が
な
い
よ
う
に
配
属
先
で

ど
う
管
理
し
て
も
ら
う
か
？

　
そ
れ
ら
を
行
動
に
移
し
て
い
け
ば
、
活
動

の
幅
も
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
の
活
動

が
進
む
に
つ
れ
て
、
周
囲
の
方
に
隊
員
活
動

へ
の
理
解
が
進
み
、
更
な
る
支
援
が
得
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
最
後
ま
で
配
属
先
の
自
助
努

力
に
こ
だ
わ
っ
た
隊
員
も
い
ま
し
た
。
そ
の

最
終
報
告
書
で
は
、「
あ
の
時
、
自
分
の
お

金
で
備
品
を
買
っ
て
お
け
ば
、
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
活
動
が
で
き
た
。
活
動
期
間
が
2
年

間
と
限
ら
れ
て
い
る
な
か
、
無
駄
に
過
ご
す

時
間
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
た
…
…
」

と
後
悔
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、「
備
品
を
自
費
で
購
入
す
る

／
し
な
い
」
と
い
う
問
題
の
正
解
は
な
い
の

で
す
が
、
多
く
の
隊
員
の
経
験
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
と
、
自
費
で
の
購
入
も
あ
り
と
考

え
ま
す
。

　
た
だ
、「
投
資
」
に
は
失
敗
す
る
リ
ス
ク

も
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
、
失
敗
し
て
も
痛
く

な
い
程
度
の
出
費
に
抑
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

JICA海外協力隊への技術支援を目的に、分野
ごとに配置されている技術顧問。派遣中隊員か
ら寄せられた活動に関する相談と、それに対す
る技術顧問による回答の例をご紹介します。

活動
Q＆A集

回答者 

さん
●JICA海外協力隊技術顧問
　（担当分野：情報通信技術〈PCインストラクター〉）

●株式会社ゼネット 代表取締役社長
　（ITコンサルタント）

　

配
属
先
に
故
障
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
が
あ
る

の
で
す
が
、
修
理
部
品
を
自
費
で
購
入
す
べ

き
か
、
配
属
先
の
自
助
努
力
を
促
す
た
め
に

買
わ
ず
に
い
る
べ
き
か
、
迷
っ
て
い
ま
す
。

故
障
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
が
直
れ
ば
活
動
の
幅

が
大
き
く
広
が
り
、
生
徒
が
よ
り
P
C
を
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
配
属
先
に
は
「
隊
員
に

備
品
を
寄
贈
し
て
も
ら
う
の
は
当
然
」
と
い

う
精
神
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
見
え
、

そ
れ
を
助
長
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま

す
。

ア
フ
リ
カ
で
I
T
教
育
に
取
り
組
む

隊
員
よ
り

P
C
の
修
理
部
品
の

購
入
に
つ
い
て

Q1Q2A2

［IT分野の他の登録例］

●『Computer studies』
中高校におけるIT授業のプレゼンテーション資料（PowerPoint
ファイル・英語／作＝ケニアのPCインストラクター隊員）
●『INTRODUCTION TO PC 』
職業訓練校におけるIT授業のプレゼンテーション資料（PDF
ファイル・英語／作＝ナミビアのPCインストラクター隊員）
●小テスト集と練習問題集
中高校におけるIT授業の小テスト集と練習問題集（Wordファイル
とExcelファイル・英語／作＝ナミビアのPCインストラクター隊員）
●練習問題集
小学校におけるIT授業の練習問題集（PDFファイル・スワヒリ語
／作＝タンザニアのPCインストラクター隊員）
●Wordによるポスター作成のマニュアル
Wordでポスターのデザインを作成する方法のマニュアル（Word
ファイル・英語／作＝ソロモンのPCインストラクター隊員）

協力隊
技術顧問が
回答

作者：タンザニアのPCインストラクター隊員
内容：専門教育機関におけるIT授業の教員

向け資料。WordやExcelの使い方を
教える授業の「カリキュラム案」と「プ
レゼンテーション資料」からなる。

形態：Excelファイル（カリキュラム案）と
PowerPointファイル（プレゼンテー
ション資料）・英語

『L e c tu r e Pl a n』ほか

中
等
学
校
で
I
T
教
育
に
取
り
組
む

隊
員
よ
り

I
T
を
活
用
し
た

教
材
づ
く
り
に
つ
い
て

回答者 

さん
●JICA海外協力隊技術顧問
　（担当分野：情報通信技術〈コンピュータ技術〉）

●株式会社TOKYO 代表取締役



組
ん
だ
の
は
、洪
水
対
策
の
立
案
に
必
要
な
技
術
を
同

僚
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
だ
。

　

着
任
後
、
根
木
さ
ん
が
手
始
め
に
開
始
し
た
の
は
、

「
Aア
ー
ク
ジ
ー
ア
イ
エ
ス

r
c
G
I
S
」
と
い
う
地＊

理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
G
I
S
）
の
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
教
え
る
定
期
講
習

会
だ
。
洪
水
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を

A
r
c
G
I
S
に
取
り
込
め
ば
、洪
水
対
策
の
事
業
で

不
可
欠
な
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
容
易
に
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、こ
の
ソ
フ
ト
も
配
属
先
に

導
入
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、や
は
り
使
え
る

同
僚
が
い
な
か
っ
た
。
根
木
さ
ん
は
H
E
C-

R
A
S

を
使
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、A
r
c
G
I
S
は
派

遣
前
の
仕
事
で
慣
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、そ
の
指
導
か

ら
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　

同
僚
た
ち
は
、根
木
さ
ん
の
講
習
会
に
足
を
運
ん
で

は
く
れ
た
。
し
か
し
、
A
r
c
G
I
S
を
実
務
で
使
え

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、講
習
で
学
ん
だ
知
識
を
も

と
に
、操
作
の
練
習
を
重
ね
る
こ
と
が
不
可
欠
。
同
僚

た
ち
は
そ
の
労
を
惜
し
ん
だ
。「
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

新
た
な
技
術
を
習
得
し
よ
う
」と
い
う
意
欲
を
阻
ん
で

い
る
原
因
は
、「
皆
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
も

で
き
な
く
て
構
わ
な
い
」
と
い
う
、
彼
ら
の
「
横
並
び

よ
っ
て
、同
僚
た
ち
へ
の
技
術
指
導
を
継
続
。
そ
の
や

り
方
の
な
か
で
、
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果

的
に
彼
ら
の
「
横
並
び
意
識
」を
さ
ら
に
揺
さ
ぶ
る
効

果
が
あ
っ
た
の
は
、全
員
に
同
じ
こ
と
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
各
人
の
得
意
・
不
得
意
を
踏
ま
え
、
教
え
る

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
変
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

根
木
さ
ん
は
、
H
E
C-

R
A
S
や
A
r
c
G
I
S

な
ど
専
門
性
の
高
い
ソ
フ
ト
だ
け
で
な
く
、ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
な
ど
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ソ
フ
ト
の
有
用
な
機

能
な
ど
も
、同
僚
た
ち
が
知
ら
な
い
も
の
は
な
る
べ
く

伝
え
る
よ
う
努
め
た
。
し
か
し
、全
員
を
集
め
て
講
習

会
を
開
く
頻
度
に
は
限
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ワ

ー
ド
の
技
術
は
こ
の
同
僚
に
伝
え
る
」な
ど
、技
術
の

種
類
ご
と
に
伝
え
る
相
手
を
決
め
、業
務
の
手
が
空
い

た
時
間
を
狙
っ
て
そ
の
「
担
当
者
」に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

の
O
J
T
を
し
た
。
そ
の
う
え
で
、他
の
同
僚
か
ら
な

に
か
し
ら
の
技
術
に
つ
い
て
「
こ
こ
を
教
え
て
ほ
し

い
」と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、そ
の
技
術
に
関

す
る
「
担
当
者
」
に
尋
ね
る
よ
う
促
し
た
。
す
る
と
、

根
木
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
他
の
同
僚
に
教
え

る
こ
と
が
「
担
当
者
」に
と
っ
て
復
習
の
機
会
に
な
っ

た
ほ
か
、「
こ
の
分
野
に
精
通
し
て
い
る
の
は
自
分
だ
」

と
い
う
自
尊
心
を
刺
激
し
、そ
の
技
術
を
さ
ら
に
伸
ば

す
た
め
に
努
力
し
よ
う
と
い
う
「
担
当
者
」の
意
欲
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

っ
た
。
研
修
の
講
師
は
「
宿
題
」の
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

ま
で
に
か
か
る
時
間
を
「
3
カ
月
」
と
予
測
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、「
宿
題
」
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ

た
根
木
さ
ん
が
、研
修
で
学
ん
だ
技
術
を
ス
ム
ー
ズ
に

使
い
こ
な
せ
た
う
え
、対
象
地
域
の
住
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
に
同
僚
た
ち
が
扱
え
な
い
「
ピ
ボ
ッ
ト

テ
ー
ブ
ル
」と
い
う
エ
ク
セ
ル
の
機
能
を
使
う
な
ど
し

た
こ
と
か
ら
、作
業
が
大
幅
に
は
か
ど
り
、
2
週
間
ほ

ど
で
完
了
し
た
。

　

こ
の
一
件
に
よ
り
、同
僚
た
ち
の
根
木
さ
ん
を
見
る

目
が
に
わ
か
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、彼
ら
の
「
横

並
び
意
識
」も
崩
れ
始
め
た
。チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

「
H
E
C-

R
A
S
は
難
し
い
か
ら
、使
え
る
よ
う
に
な

ら
な
く
て
も
仕
方
な
い
」と
の
考
え
か
ら
脱
却
。
同
僚

た
ち
の
技
術
向
上
を
促
す
た
め
、ア
ジ
ア
工
科
大
学
で

の
研
修
の
「
復
習
」と
な
る
よ
う
な
講
習
会
の
開
催
を

根
木
さ
ん
に
要
望
し
、1
週
間
に
わ
た
る
講
習
会
が
実

現
し
た
。
す
る
と
同
僚
た
ち
の
な
か
に
は
、講
習
会
の

内
容
に
関
し
て
後
に
根
木
さ
ん
に
質
問
を
投
げ
か
け

て
く
る
な
ど
、自
習
し
て
「
横
並
び
」か
ら
抜
け
出
そ

う
と
す
る
同
僚
も
現
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

自
尊
心
を
刺
激
す
る

　

そ
の
後
、根
木
さ
ん
は
講
習
会
の
開
催
や
O
J
T
に

　

根
木
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ブ
ー
タ
ン
公
共
事
業
省

技
術
支
援
局
洪
水
技
術
管
理
課
は
、河
川
の
洪
水
対
策

の
立
案
や
そ
の
実
施
を
行
う
機
関
だ
。
着
任
当
時
、同

課
に
配
置
さ
れ
て
い
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
7
人
。い
ず
れ

も
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
な

ど
で
洪
水
対
策
の
立
案
に
必
要
な
技
術
の
基
本
を
学

ん
で
い
た
が
、実
務
経
験
が
薄
く
、
学
ん
だ
技
術
が
活

用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、河
川

の
水
位
や
流
域
の
浸
水
状
況
が
雨
量
に
よ
っ
て
ど
う

意
識
」に
あ
る
と
根
木
さ
ん
は
感
じ
た
。
同
僚
た
ち
を

取
り
ま
と
め
る
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
さ
え
、

「
H
E
C-

R
A
S
は
難
し
い
か
ら
、使
え
る
よ
う
に
な

ら
な
く
て
も
仕
方
な
い
」と
い
っ
た
あ
き
ら
め
の
姿
勢

を
見
せ
る
の
だ
っ
た
。

「
横
並
び
」へ
の
安
住
か
ら
の
脱
却

　

そ
う
し
た
な
か
で
変
化
の
き
っ
か
け
が
訪
れ
た
の

は
、着
任
の
約
3
カ
月
後
。
国
連
の
気
候
技
術
セ
ン
タ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
に
よ
り
、タ
イ
・
ア
ジ
ア

工
科
大
学
の
教
員
が
講
師
と
な
っ
て
主
に
H
E
C-

R
A
S
の
使
い
方
に
つ
い
て
教
え
る
研
修
を
、配
属
先

の
全
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。そ

こ
に
根
木
さ
ん
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
修
の
日
程
は
わ
ず
か
1
週
間
。基
礎
を
駆
け
足
で

学
ぶ
「
詰
め
込
み
式
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
が
、学

ん
だ
技
術
を
実
際
に
使
い
、ひ
と
つ
の
地
域
の
洪
水
の

危
険
性
を
評
価
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
と

い
う
「
宿
題
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
「
宿
題
」
を
進
め

る
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、同
僚
た
ち
と
根
木

さ
ん
が
「
H
E
C-

R
A
S
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
初
心

者
」と
い
う
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
研
修
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、研
修
内
容
の
理
解
度
は
根

木
さ
ん
ば
か
り
が
抜
き
ん
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

変
わ
る
か
を
予
測
す
る
「
洪
水
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
」の
技
術
。
洪
水
対
策
の
立
案
で
は
不
可
欠
な
作

業
で
あ
り
、「
H
ヘ

ク

ラ

ス

E
C-

R
A
S
」と
い
う
専
用
ソ
フ
ト

の
使
い
方
を
同
僚
た
ち
は
研
修
で
学
ん
で
い
た
。し
か

し
、実
務
で
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
意

欲
を
持
つ
人
が
お
ら
ず
、配
属
先
に
導
入
さ
れ
て
い
た

H
E
C-

R
A
S
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
根
木
さ
ん
が
取
り
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同僚や教え子、あるいは任地の住民など

に対し、彼らが持たない知識や技術を伝

えることは、協力隊員の活動の柱。しか

し、知識や技術を習得するための労力を

割く意欲を持ってもらうことは、かなら

ずしも容易ではない。そうした困難は、

どのような対策が有効なのか？　実践

事例を通じてポイントを拾ってみる。

1  HEC-RASとArcGIS使って根木さんが同僚とと
もに作成した洪水のハザードマップ。地図上に吹
き出しで場所ごとの対策方針を表示している

2  洪水の危険がある地域に赴き、住民（左）に河川
の氾濫時の状況などについて聞き取りを行う根
木さんの同僚たち

3  河川のプロファイルを作成するため、水深などに
関する簡易調査を行う根木さんの同僚たち

4  タイのアジア工科大学で開催された洪水予測シ
ミュレーションの研修

5  配属先の同僚を対象に洪水予測シミュレーショ
ンの講習会を行う根木さん

1

34

5

2

■  活動概要
ブータン公共事業省技術支援局洪水技術管理課

（ティンプー県ティンプー市）に配属され、主に以下の
活動に従事。
●同僚への技術指導（洪水予測シミュレーション、地

理情報システムなど）
●オンライン・データベースの開発
●配属先が進める各種プロジェクトの支援

根木さん基礎情報

■ PROFILE
1987年生まれ、大阪府出身。大学院工学研究科の
修士課程（土木工学専攻）を修了した後、建設コンサ
ルティング会社に4年あまり勤務。2017年7月、協力
隊員としてブータンに赴任。19年7月に帰国。

さんの事例
（ブータン・防災・災害対策・
2017年度1次隊）

CASE 1
行政分野

洪
水
対
策
の
立
案
に
必
要
な

ソ
フ
ト
の
技
術
を
指
導

中
央
省
庁
の
洪
水
対
策
担
当
部
門
に
配
属
さ
れ
た
根
木
さ
ん
。
洪
水
対
策
の
立
案
に
必
要
な

専
門
性
の
高
い
ソ
フ
ト
の
活
用
を
、「
難
し
い
」
と
の
理
由
で
あ
き
ら
め
て
い
た
同
僚
た
ち
だ
っ
た
が
、

彼
ら
の
技
術
向
上
へ
の
意
欲
を
刺
激
し
た
の
は
、す
ば
や
く
習
得
し
て
み
せ
た
根
木
さ
ん
の
姿
だ
っ
た
。

特 集 2

＊ 地理情報システム（GIS）…GIS は「Geographic Information System」の略。「人口」など、特定の「場
所」と連関した情報（地理情報）を「地図」のデータに組み込み、地図上で地理情報を視覚的に表示す
ることができるようにする技術。

根木さんの事例の

Point
「横並び意識」へ揺さぶり
「皆ができないから、自分もでき

なくて構わない」。そう安住して
いる同僚たちに揺さぶりをかけ
ることは、外部者である協力隊
員に果たせる役割だろう。目を
引くなにかしらの技術を示せ
ば、技術向上への努力を始める
同僚が現れるかもしれない。



能
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
女
た
ち
は

彼
女
た
ち
な
り
に
精
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

C
P
の
こ
の
言
葉
を
聞
き
、
同
僚
た
ち
に
直
接
働
き

か
け
て
も
埒
が
明
か
な
い
と
感
じ
た
武
内
さ
ん
は
、「
間

接
的
」な
働
き
か
け
に
望
み
を
託
す
こ
と
に
し
た
。知
恵

を
絞
っ
て
患
者
へ
の
治
療
を
行
い
、
患
者
や
そ
の
家
族
に

「
あ
な
た
の
治
療
は
す
ば
ら
し
い
」
と
喜
ん
で
も
ら
う
。

理
学
療
法
に
あ
る
そ
ん
な
本
質
的
な
楽
し
さ
を
、
武
内

さ
ん
自
身
が
患
者
の
治
療
を
行
う
な
か
で
体
現
し
、そ

こ
か
ら
同
僚
た
ち
を
刺
激
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

　

患
者
の
症
状
を
評
価
し
、
適
切
な
治
療
方
法
を
選
び

出
す
。あ
る
い
は
、
治
療
方
法
や
回
復
具
合
に
つ
い
て
患

者
の
母
親
に
丁
寧
に
説
明
を
す
る
。
同
僚
た
ち
と
は
異

な
る
そ
う
し
た
や
り
方
の
治
療
を
重
ね
て
い
く
と
、や
が

て
患
者
の
母
親
の
な
か
に
、同
僚
た
ち
に
よ
る
治
療
を
拒

み
、武
内
さ
ん
を
指
名
す
る
人
が
現
れ
て
き
た
。す
る
と

同
僚
た
ち
は
よ
う
や
く
、
武
内
さ
ん
か
ら
技
術
を
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。勉
強
会

は
、集
ま
る
ま
で
の
時
間
が
短
縮
。さ
ら
に
、勉
強
会
で

学
ん
だ
技
術
を
実
践
す
る
同
僚
た
ち
も
現
れ
る
よ
う
に

な
り
、
武
内
さ
ん
の
隣
で
別
の
患
者
へ
の
治
療
に
あ
た
っ

て
い
る
同
僚
か
ら
、「
こ
れ
は
ミ
キ
の
真
似
を
し
て
い
る

の
よ
」「
こ
ん
な
感
じ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
？
」な
ど
と
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
出
て
き
た
。

「
予
約
制
」の
導
入
で
余
力
を
捻
出

　

同
僚
た
ち
は
従
来
、「
仕
事
の
量
が
多
い
」と
嘆
い
て

い
た
。そ
う
感
じ
て
い
る
限
り
、
勉
強
会
へ
の
参
加
を
は

じ
め
、費
や
す
労
力
を
増
や
し
て
自
分
の
技
術
を
高
め
よ

う
と
思
っ
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
。そ
う
考
え
て
武
内
さ

ん
が
提
案
し
、実
現
が
叶
っ
た
の
は
、受
付
方
法
を
「
予

約
制
」に
変
え
る
こ
と
だ
。

　

従
来
の
受
付
方
法
は
「
受
付
順
番
制
」。当
日
、受
付

簿
に
名
前
を
書
い
た
順
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
や
り
方
だ
。
同
僚
た
ち
は
1
日
に
治
療
す
る

患
者
の
人
数
に
上
限
を
設
け
る
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た

う
日
々
が
続
い
た
。勉
強
会
の
時
間
に
な
っ
て
も
同
僚
た

ち
が
集
ま
ら
な
い
た
め
、ひ
と
り
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て

回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
で
も
集
ま
ら
な
い
た
め
、

流
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
た
び
た
び
だ
っ
た
。勉
強
会
の
最

中
も
、
武
内
さ
ん
の
ア
ラ
ビ
ア
語
が
お
か
し
い
と
言
っ
て

茶
化
す
な
ど
、
講
義
の
内
容
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
感
じ
ら
れ
な
い
。実
際
、彼
女
た
ち
が
行
う
治
療
に

勉
強
会
の
成
果
が
見
て
取
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

理
学
療
法
の
楽
し
さ
を
「
背
中
」で
伝
え
る

　

武
内
さ
ん
は
、
同
僚
た
ち
に
「
自
分
の
技
術
を
高
め

よ
う
」と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
策
を
試
み

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。た
と

え
ば
、
勉
強
会
を
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
よ
う

と
、教
材
に
動
画
を
使
っ
て
み
た
。し
か
し
反
応
は
薄
い
。

配
属
先
を
統
括
す
る
施
設
長
か
ら
発
破
を
か
け
て
も
ら

お
う
と
、勉
強
会
の
見
学
を
依
頼
し
て
も
み
た
が
、叶
わ

な
か
っ
た
。同
僚
た
ち
は
施
設
長
を
「
現
場
の
こ
と
を
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
に
、き
つ
い
こ
と
ば
か
り
言
う
」と

い
う
目
で
見
て
お
り
、両
者
の
間
の
溝
が
深
か
っ
た
の
だ
。

　

思
い
切
っ
て
C
P
に
「
勉
強
会
で
の
同
僚
た
ち
の
態

度
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
と
思
う
」と
相
談
し
た
こ
と
も
あ

る
。す
る
と
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
あ
な
た
は

大
学
で
理
学
療
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
し
、
能
力
も

あ
る
。
同
僚
た
ち
に
は
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
な
機
会
や

　

武
内
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
身
体
障
害
児
に
義

肢
装
具
の
支
給
や
理
学
療
法
を
行
う
施
設
。ス
ー
ダ
ン

国
内
に
は
子
ど
も
の
理
学
療
法
を
引
き
受
け
る
施
設
が

少
な
い
た
め
、遠
方
の
子
ど
も
も
利
用
で
き
る
よ
う
、宿

泊
設
備
も
備
え
ら
れ
て
い
た
。患
者
数
は
、平
均
で
1
日

50
人
程
度
。
8
割
は
脳
性
麻
痺
の
子
ど
も
だ
。
理
学
療

法
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
は
6
人
。
学
校
で
理
学
療
法
を
学

ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
は
、
武
内
さ
ん
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
な
っ
た
女
性
（
以
下
、
C
P
）だ
け
で
、
残
り
は
実

務
の
な
か
で
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

　

同
僚
た
ち
は
、
待
っ
て
い
る
患
者
を
放
っ
て
お
く
こ
と

な
ど
は
せ
ず
、勤
勉
に
働
い
て
い
た
。
課
題
だ
っ
た
の
は
、

理
学
療
法
の
質
だ
。
症
状
を
評
価
し
、
適
切
な
治
療
方

法
を
選
択
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
欠
落
し
て
お
り
、症

状
の
違
い
に
関
係
な
く
画
一
的
な
治
療
が
な
さ
れ
て
い

た
。そ
の
た
め
、治
療
の
効
果
が
見
ら
れ
な
い
患
者
も
少

な
く
な
い
。C
P
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
て
武
内
さ
ん
は
、一
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
患
者
の

治
療
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
同
僚
た
ち
に
理
学
療
法
の

技
術
を
伝
え
る
勉
強
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
着
任

し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
。同
僚
た
ち
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、武
内
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
望

む
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
せ
っ
か
く
日
本
人
が
来
た
の

だ
か
ら
、い
ろ
い
ろ
技
術
を
学
び
た
い
」と
の
声
が
あ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。し
か
し
、「
技
術
を
学
び
た
い
」

と
い
う
声
は
「
社
交
辞
令
」だ
っ
た
の
か
と
疑
っ
て
し
ま

た
め
、日
に
よ
っ
て
患
者
の
人
数
に
差
が
あ
り
、「
忙
し
い
」

と
同
僚
た
ち
が
感
じ
る
の
も
無
理
な
い
ほ
ど
多
い
日
も

あ
っ
た
。「
予
約
制
」の
導
入
は
、
日
ご
と
の
患
者
の
人

数
を
平
均
化
す
る
た
め
の
策
で
あ
る
。

　

時
間
の
感
覚
が
お
お
ざ
っ
ぱ
な
同
僚
た
ち
が
、細
か
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
け
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、「
ど
の
『
日
時
』に
治
療
を
受
け
る
か
」

で
は
な
く
、「
ど
の
『
日
』に
治
療
を
受
け
る
か
」だ
け

を
予
約
し
て
も
ら
う
方
式
を
選
択
。
1
日
に
治
療
す
る

患
者
の
人
数
に
上
限
を
設
け
、そ
れ
を
超
え
て
予
約
を

受
け
付
け
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
た
。

　

予
約
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
治
療
が
終
わ
っ
て
帰

る
際
と
し
、患
者
の
母
親
に
、予
約
台
帳
の
次
の
希
望
日

の
欄
に
名
前
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。予
約
制
を
導
入
し
た

当
初
は
、
武
内
さ
ん
自
身
が
一
日
中
受
付
窓
口
に
座
り
、

母
親
た
ち
に
台
帳
へ
の
記
入
を
促
し
た
。し
か
し
、
1
、

2
週
間
も
す
る
と
、
母
親
た
ち
が
「
あ
な
た
は
治
療
を

や
っ
て
。予
約
の
受
付
は
私
た
ち
が
す
る
か
ら
」と
要
望
。

以
後
、予
約
の
受
付
は
、子
ど
も
の
治
療
の
た
め
に
配
属

先
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
母
親
た
ち
が
担
当
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
て
予
約
制
が
定
着
す
る
と
、
1
日
の
患
者
数

の
平
均
化
も
実
現
。す
る
と
武
内
さ
ん
の
期
待
ど
お
り
、

同
僚
た
ち
に
は
心
の
余
裕
が
生
ま
れ
、勉
強
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
試
し
に
実
践
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
る
姿
を
目

に
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

■  活動概要
NGOが運営する障害児支援施設「ハル
ツーム・チェシアホーム」（ハルツーム）に配
属され、理学療法に関する主に以下の活動
に従事。
●治療の実施
●同僚を対象にした勉強会の開催
●近隣の障害児支援施設での技術指導

武内さん基礎情報

■ PROFILE
1983年生まれ、山口県出身。大学の理学
療法学科を卒業後、子どもにリハビリテー
ションを実施する施設に理学療法士として
10年間勤務。2017年3月、協力隊員とし
てスーダンに赴任。19年3月に帰国。

1  配属先の理学療法室。ここで同僚たちが並ん
で理学療法を行う

2  配属先の宿泊部屋。ベッド数に限りがあるた
め、患者と付き添いの母親がひとつのベッドで
寝る

3  配属先で理学療法を行う武内さん。患者に付
き添う母親とのコミュニケーションを密にし、信
頼関係を築いていくことも、同僚たちに伝えよう
とした技術のひとつだ

予約制の導入により受付窓口に置かれるように
なった予約簿

1

2

3

さんの事例
（スーダン・理学療法士・
2016年度4次隊）

CASE 2
保健・医療分野

理
学
療
法
の
専
門
性
が

乏
し
い
同
僚
た
ち
の

技
術
向
上
を
支
援

障
害
児
を
支
援
す
る
施
設
に
配
属
さ
れ
た
武
内
さ
ん
。

理
学
療
法
部
門
の
同
僚
た
ち
は
、専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
が
大
半
だ
っ
た
な
か
、

自
ら
患
者
の
治
療
に
あ
た
り
な
が
ら
、「
背
中
」
で
思
い
を
伝
え
て
い
っ
た
。
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 武内さんの事例の

Point
仕事の楽しさを伝える
同僚たちに技術向上の意欲が
見られない場合、その仕事に備
わる本質的な楽しさを知らない
ことが要因になっている可能性
もある。隊員自身がそれを感じ
ながら働く姿を見せることで、同
僚たちの気づきを促すことがで
きるかもしれない。



1  陽性者グループのなかには、メンバーから預金としてお金を集め、メンバーへの小口融資を行う「ビレッジバンク」を始めた
ところもあった。写真は、預金や通帳をしまう金庫を開け、預金や融資の手続きをしている様子

2  陽性者グループの代表者を対象に行った、エイズ・ピア・エデュケーターを養成する研修
3  手工芸品の製作に取り組む陽性者グループのメンバーと、その指導を行う岩田さん（左から2人目）

柄が多彩な伝統布のチテンジでつくった象やキリン、ロバなどのぬいぐるみ

1

2

3
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っ
た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
手
工
芸
品
。実
際
に
つ
く

ら
れ
た
の
は
、動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
ポ
ー
チ
、
鍋
敷

き
、ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
な
ど
だ
。
岩
田
さ
ん
は
製
造

方
法
の
指
導
や
販
路
開
拓
の
支
援
を
行
っ
た
。

良
い
点
を
ほ
め
つ
つ
、欠
点
を
指
摘
す
る

　

当
初
、手
工
芸
品
づ
く
り
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
意
欲
は
、決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。「
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
」
を
筆
頭
に
、
岩
田
さ

ん
が
提
案
す
る
商
品
は
、い
ず
れ
も
メ
ン
バ
ー
た
ち
に

は
「
人
に
買
っ
て
も
ら
え
る
」と
は
思
え
な
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
だ
。そ
ん
な
彼
ら
の
意
欲
を
引
き
出
し
た
の

は
、「
売
れ
る
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
実
績
を

一
刻
も
早
く
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
岩
田

さ
ん
は
、グ
ル
ー
プ
が
つ
く
っ
た
商
品
の
質
が
ま
だ
高

く
な
い
時
期
か
ら
販
路
を
開
拓
。チ
カ
ン
ガ
ワ
か
ら
車

で
1
、2
時
間
ほ
ど
の
観
光
地
や
都
市
に
あ
る
土
産
物

店
な
ど
で
委
託
販
売
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、外
国
人

観
光
客
に
売
れ
た
。
伝
統
布
に
よ
っ
て
「
現
地
感
」が

備
わ
り
つ
つ
、
か
さ
ば
ら
な
い
品
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、土
産
物
に
適
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、類
似
の
商
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る

人
は
ほ
か
に
も
お
り
、
売
れ
行
き
を
上
げ
る
た
め
に

は
、や
は
り
商
品
の
質
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
次
の
課
題
と
な
っ
た
の
は
、「
も
っ
と

上
手
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
」と
い
う
意
欲
を
メ

ン
バ
ー
た
ち
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

岩
田
さ
ん
は
当
初
、
商
品
の
製
造
技
術
に
関
し
て

「
改
善
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
ば
か
り
を
メ
ン
バ
ー
た
ち

に
伝
え
た
。
す
る
と
、嫌
気
が
差
し
て
グ
ル
ー
プ
を
離

れ
て
し
ま
う
メ
ン
バ
ー
が
現
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、「
出
来
栄
え
の
良
い
点
を
ほ
め
つ
つ
、
併
せ
て
改

善
点
を
指
摘
す
る
」と
い
う
方
法
に
変
更
。
す
る
と
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
、改
善
に
意
欲
的
に
な
っ
て
い
く
。
そ

う
し
て
上
達
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、彼
ら
は

手
仕
事
自
体
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、技
術
の
向
上
に
ま

H
I
V
陽
性
者
の
登
録
票
か
ら
名
前
と
住
所
を
抜
き

出
す
と
、
地
域
保
健
事
業
を
担
う
同
僚
た
ち
に
依
頼

し
、家
を
訪
ね
て
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

も
ら
っ
た
。5
村
で
そ
れ
ぞ
れ
1
グ
ル
ー
プ
ず
つ
立
ち

上
が
っ
た
の
は
、岩
田
さ
ん
の
着
任
の
約
半
年
後
。
規

模
は
10
〜
30
人
程
度
で
、い
ず
れ
も
メ
ン
バ
ー
の
約
７

割
が
女
性
だ
っ
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
エ＊
２

イ
ズ
・
ピ
ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ

ー
と
な
る
人
を
選
出
し
て
も
ら
う
と
、彼
ら
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
。「
グ
ル
ー
プ
運
営
の
方
法
」や「
栄

養
摂
取
」、「
服
薬
管
理
」
な
ど
、
エ
イ
ズ
・
ピ
ア
・
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
を
務
め
る
う
え
で
必
要
な
知
識
を
学

ん
で
も
ら
う
2
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
講
師
は
、以

前
か
ら
エ
イ
ズ
・
ピ
ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
養
成

に
携
わ
っ
て
い
た
他
の
病
院
の
社
会
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
務
め
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
う
し
て
運
営
の
基
盤
が
で
き
る
と
ま
も
な
く
、各

グ
ル
ー
プ
で
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。そ
の
柱
の
ひ
と
つ
と

す
べ
く
、岩
田
さ
ん
が
支
援
に
力
を
入
れ
た
の
は
、手

工
芸
品
の
製
造
・
販
売
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
の
収
入

向
上
を
目
指
す
活
動
だ
。健
康
へ
の
不
安
に
よ
っ
て
安

定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
職
に
就
く
の
が
困
難
な

H
I
V
陽
性
者
た
ち
に
と
っ
て
、収
入
源
の
確
保
は
課

題
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

導
入
す
る
商
品
と
し
て
岩
田
さ
ん
が
提
案
し
た
の

は
、「
チ
テ
ン
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
現
地
の
伝
統
布
を
使

　

岩
田
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、ム
ジ
ン
バ
県
の
チ

カ
ン
ガ
ワ
と
い
う
地
域
を
管
轄
す
る
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
。
約
1
万
人
の
地
域
住
民
を
対
象
に
、外
来
診
療
や

H
I
V
の
検
査
・
治
療
と
い
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、お
よ
び
乳
幼
児
の
健
診
・
予
防
接
種
や
住
民
へ

の
健
康
教
育
な
ど
の
地
域
保
健
事
業
を
行
う
機
関
だ
。

　

チ
カ
ン
ガ
ワ
は
標
高
1
7
0
0
メ
ー
ト
ル
の
高
地

に
位
置
し
、林
業
が
盛
ん
な
地
域
。
材
木
を
運
ぶ
長
距

離
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
を
相
手
に
性
産
業
従
事
者
が
商

売
を
す
る
酒
場
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、H
I
V

の
感
染
率
が
高
く
な
っ
て
い
た
。そ
う
し
た
な
か
で
岩

田
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
の
は
、H
I
V
の

感
染
率
を
下
げ
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
、H
I
V
陽
性

者
を
支
援
す
る
活
動
で
あ
る
。

H
I
V
陽
性
者
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ

　

後
者
の
活
動
の
メ
イ
ン
と
な
っ
た
の
は
、H
I
V
陽

性
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、そ
の
運
営
を
支

援
す
る
こ
と
だ
。H
I
V
陽
性
者
た
ち
が
健
康
や
生
活

の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、栄
養
摂
取
や
服
薬
な
ど

健
康
の
維
持
・
向
上
に
必
要
な
知
識
を
共
有
し
た
り

す
る
自
助
グ
ル
ー
プ
が
、岩
田
さ
ん
の
着
任
当
時
、マ

ラ
ウ
イ
の
他
地
域
に
は
多
く
存
在
し
て
い
た
が
、チ
カ

ン
ガ
ワ
に
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。
岩
田
さ
ん
は
、
抗＊
１

レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
療
法
を
配
属
先
で
受
け
て
い
る

す
ま
す
強
い
意
欲
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

商
品
の
質
が
向
上
す
る
の
に
伴
い
、岩
田
さ
ん
は
販

路
の
拡
大
に
向
け
奔
走
。
最
終
的
に
、国
内
の
計
12
カ

所
の
土
産
物
店
な
ど
で
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。上
っ
た
利
益
は
農
作
物
の
種
や
肥
料
の
共
同
購

入
の
費
用
に
も
回
し
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
マ
メ
な
ど
の
共

同
生
産
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

岩
田
さ
ん
は
任
期
中
、陽
性
者
グ
ル
ー
プ
以
外
に
も

チ
テ
ン
ジ
を
使
っ
た
手
工
芸
品
の
製
造
・
販
売
を
勧

め
た
相
手
が
い
た
。地
域
の
酒
場
で
働
く
性
産
業
従
事

者
た
ち
だ
。
し
か
し
、彼
女
た
ち
か
ら
取
り
組
む
意
欲

を
引
き
出
す
の
は
難
し
か
っ
た
。H
I
V
へ
の
感
染
の

リ
ス
ク
が
高
い
性
産
業
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と
い
う

希
望
は
高
い
も
の
の
、お
し
な
べ
て
集
中
力
を
長
い
時

間
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
苦
手
で
、手
工
芸
品
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
の
だ
。
一
方
、農
業
の
よ
う

に
す
ぐ
に
収
入
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
仕
事
も
、意

欲
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
う
し
た
な

か
、彼
女
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
業
が
向

い
て
い
る
か
が
よ
う
や
く
見
え
た
の
は
、岩
田
さ
ん
の

任
期
の
終
わ
り
が
近
づ
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。ド
ー
ナ
ツ

や
菓
子
パ
ン
の
製
造
・
販
売
で
あ
る
。性
産
業
従
事
者

た
ち
に
つ
く
り
方
を
教
え
て
み
た
と
こ
ろ
、一
部
が
こ

れ
を
継
続
。
な
か
に
は
、「
中
等
学
校
へ
の
復
学
」
と

い
う
目
標
を
立
て
て
、こ
の
仕
事
に
本
腰
を
入
れ
始
め

る
人
も
見
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

■  活動概要
チカンガワヘルスセンター（ムジンバ県チカン
ガワ）に配属され、主に以下の活動に従事。
●HIV陽性者グループの支援
●地域住民などを対象としたエイズの予防

啓発イベントの開催
●小・中学校におけるエイズの予防啓発授

業の実施
●性産業従事者の支援

岩田さん基礎情報

■ PROFILE
1984年生まれ、岐阜県出身。大学院修士
課程を修了後、国際協力団体勤務を経て、
2017年7月に協力隊員としてマラウイに赴
任。19年7月に帰国。

CASE 3
収入向上分野

 岩田さんの事例の

Point
まずは売ってみる
物の製造・販売に初めて挑戦す
る人にとって、「自分がつくった
物が売れる」という喜びこそ、製
造技術をさらに高めようという
意欲の元となる。「まだ製品の
質が高くない時期であっても、
試しに売ってみる」というのも、
ひとつの手だろう。

さんの事例
（マラウイ・感染症・エイズ対策・
2017年度1次隊）

H
I
V
陽
性
者
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
手
工
芸
品
の

製
造
・
販
売
を
支
援

医
療
機
関
に
配
属
さ
れ
た
岩
田
さ
ん
。
H
I
V
陽
性
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

手
工
芸
品
の
製
造
・
販
売
を
支
援
す
る
活
動
で
は
、

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
製
造
技
術
向
上
へ
の
意
欲
を
引
き
出
し
な
が
ら
、継
続
を
後
押
し
し
た
。

＊1 抗レトロウイルス療法…Antiretriviral Therapy（ART）。複数の薬を併せて服用するHIVの治療方法。
＊2 エイズ・ピア・エデュケーター…HIV陽性者の仲間（ピア）のなかで、HIV／エイズに関する知識の伝え手になる人。



1  高学年になっても「九九」ができない子
がいたため、そうした子には授業の合間
や放課後を使って補講も行った

2  算数の授業で、机を回って不得意な子の
フォローをする鷹觜さん

3  体育授業を行う鷹觜さん。配属校には道
具がほとんどなく、陸上競技の授業も手
づくりの道具で行った

1

2

3
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に
と
っ
て
は
、
思
考
力
を
さ
ら
に
鍛
え
る
手
段
と
な

る
。一
方
、彼
ら
が
そ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
間
、

算
数
が
不
得
意
な
子
を
鷹
觜
さ
ん
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て

回
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
や
り
方
は
、鷹
觜
さ
ん
が
日
本
の
小
学
校
で
教

員
を
務
め
て
い
た
と
き
に
、「
学
習
内
容
の
理
解
が
早

い
子
と
そ
う
で
な
い
子
」の
間
の
差
を
埋
め
る
た
め
に

取
り
入
れ
、
効
果
が
あ
っ
た
や
り
方
だ
っ
た
が
、
ウ
ガ

ン
ダ
で
も
同
様
だ
っ
た
。算
数
が
得
意
な
子
の
な
か
に

は
、練
習
問
題
を
つ
く
る
の
も
早
い
子
が
お
り
、
そ
う

し
た
子
に
は
、「
整
数
だ
け
で
な
く
、
少
数
や
分
数
を

使
っ
て
類
似
の
練
習
問
題
を
つ
く
る
」と
い
っ
た
、よ

り
難
易
度
の
高
い
課
題
を
出
し
た
。
す
る
と
、ま
す
ま

す
意
欲
的
に
そ
れ
を
こ
な
そ
う
と
し
た
。
一
方
、算
数

が
不
得
意
な
子
は
、時
間
を
か
け
て
練
習
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、理
解
が
進

み
、算
数
の
学
習
へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

ま
ず
は
人
間
関
係
づ
く
り
か
ら

　

体
育
授
業
に
関
す
る
配
属
先
の
課
題
は
、2
人
い
た

担
当
教
員
の
意
欲
の
低
さ
だ
っ
た
。鷹
觜
さ
ん
の
着
任

当
時
、時
間
割
に
は
体
育
の
コ
マ
が
組
み
込
ま
れ
て
い

た
が
、「
道
具
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
2
人
と
も

授
業
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
実
際
、当
初
は
ボ

ー
ル
ひ
と
つ
な
か
っ
た
た
め
、鷹
觜
さ
ん
は
ポ
ケ
ッ
ト

マ
ネ
ー
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
1

つ
ず
つ
購
入
し
て
授
業
を
行
っ
た
。物
が
あ
れ
ば
体
育

の
教
員
の
意
欲
を
引
き
出
せ
る
と
思
っ
た
が
、そ
う
で

は
な
か
っ
た
。2
人
は
自
分
自
身
が
体
育
授
業
を
受
け

た
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、授
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か

な
い
こ
と
も
あ
り
、実
施
の
意
欲
を
持
て
な
い
の
だ
と

推
測
さ
れ
た
。
鷹
觜
さ
ん
は
、「
意
欲
が
な
い
な
ら
仕

方
が
な
い
」と
思
い
、日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
図
る
も
の
の
、授
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
く
な

っ
て
い
た
。

　

鷹
觜
さ
ん
が
あ
ら
た
め
て
体
育
教
員
た
ち
と
の
コ

の
教
科
の
総
合
点
で
合
否
を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
算
数
の
点
数
が
低
く
て
も
、
ほ
か
の
教
科
で
カ

バ
ー
で
き
れ
ば
進
級
で
き
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、日

本
で
は
2
年
生
で
身
に
つ
け
る
べ
き
「
九
九
」が
で
き

な
い
5
、6
年
生
が
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

　

算
数
が
不
得
意
な
子
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
不
可
欠
だ

っ
た
が
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
、

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
単
元
の
内
容
に
対
し
て
、実

際
の
授
業
時
間
数
が
不
足
し
て
い
た
か
ら
だ
。学
期
の

始
め
と
終
わ
り
は
登
校
し
な
い
子
が
多
く
、実
際
に
授

業
が
成
立
す
る
コ
マ
数
は
建
前
の
7
割
程
度
。
結
果
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に
は
、算
数
が

不
得
意
な
子
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
ば
か
り
い
ら

れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、理
解
を
超
え
る
内

容
を
指
導
し
て
も
子
ど
も
た
ち
は
つ
い
て
こ
ら
れ
な

い
の
で
、
前
学
年
の
教
科
書
を
使
用
し
て
指
導
を
し
、

子
ど
も
た
ち
が
理
解
で
き
る
授
業
を
心
が
け
た
。

　

そ
う
し
て
試
行
錯
誤
す
る
な
か
で
た
ど
り
着
い
た

策
は
、「
算
数
が
得
意
な
子
に
、
特
別
の
課
題
を
与
え

る
」と
い
う
も
の
だ
。授
業
中
、練
習
問
題
を
出
す
と
、

算
数
が
得
意
な
子
は
す
ぐ
に
解
き
終
え
、不
得
意
な
子

は
な
か
な
か
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
鷹
觜
さ

ん
は
、
練
習
問
題
を
早
く
解
き
終
え
た
子
に
、「
類
似

の
練
習
問
題
を
自
分
で
つ
く
る
」と
い
う
課
題
を
出
す

こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。問
題
を
解
く
作
業
と
は
違
う

頭
の
使
い
方
を
す
る
課
題
で
あ
り
、算
数
が
得
意
な
子

　

鷹
觜
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、30
人
ほ
ど
の
ク
ラ

ス
が
各
学
年
に
1
つ
ず
つ
あ
る
小
学
校
。活
動
の
柱
と

な
っ
た
の
は
、一
教
員
と
し
て
算
数
や
体
育
の
授
業
を

行
う
こ
と
だ
。配
属
校
は
教
科
担
任
制
が
と
ら
れ
て
お

り
、
算
数
や
体
育
に
も
そ
れ
ぞ
れ
2
、3
人
の
教
員
が

担
当
と
な
っ
て
い
た
が
、ど
の
教
員
も
複
数
の
教
科
を

兼
任
。配
属
校
で
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
お
ら
ず
、鷹
觜
さ
ん
は
い
ず
れ
の
授
業
も
単
独
で

行
っ
た
。担
当
し
た
の
は
、算
数
が
5
、6
年
生
で
、体

育
が
5
〜
7
年
生
だ
。

算
数
が
不
得
意
な
子
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

　

算
数
の
授
業
を
開
始
し
た
当
初
は
、外
国
人
の
教
員

が
新
鮮
で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
は
鷹
觜
さ
ん
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
。
し
か
し
、注
意
深
く
子
ど

も
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、学
習
内
容
を
理
解
で
き
て

い
な
い
子
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
原
因
は
語
学
だ
っ
た
。
鷹
觜
さ
ん

が
ウ
ガ
ン
ダ
の
英
語
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、配
属
校
の
5
年
生
で
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
き
ち
ん
と
図
れ
る
の
は
、語
学
が
得
意
な
一
部

の
子
ど
も
た
ち
。そ
の
影
響
が
各
教
科
に
出
て
い
た
。

　

5
、6
年
生
の
児
童
の
間
に
は
、
算
数
の
学
力
に
す

で
に
大
き
な
差
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
た
。配
属
校
に

は
学
年
ご
と
に
「
進
級
試
験
」が
あ
っ
た
が
、す
べ
て

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
よ
う
と
心
が
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
任
期
も
半
ば
に
な
っ
た
こ
ろ

だ
。
相
手
の
心
を
動
か
す
た
め
、ま
ず
は
彼
ら
と
の
人

間
関
係
を
築
き
直
そ
う
と
考
え
た
。
す
る
と
よ
う
や

く
、一
方
の
体
育
教
員
に
変
化
が
現
れ
た
。
鷹
觜
さ
ん

が
使
用
し
て
い
た
体
育
の
教
具
を
使
っ
て
、授
業
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。彼
女
は
算
数
を
兼
務
し
て
い

る
教
員
で
あ
り
、算
数
の
教
科
書
を
貸
す
な
ど
し
て
鷹

觜
さ
ん
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
た
人
だ
っ
た
。

　

も
う
一
方
の
教
員
（
以
下
、A
さ
ん
）は
、結
局
、最

後
ま
で
体
育
授
業
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、鷹
觜
さ
ん
の
任
期
の
終
盤
に
、
ひ
と
つ
の
さ
さ
や

か
な
変
化
が
あ
っ
た
。体
育
授
業
の
方
法
を
学
ぶ
外
部

の
研
修
会
に
A
さ
ん
と
鷹
觜
さ
ん
が
参
加
し
た
際
、布

や
新
聞
紙
で
ボ
ー
ル
を
つ
く
る
方
法
を
教
わ
っ
た
。以

後
、鷹
觜
さ
ん
は
週
に
1
個
の
ペ
ー
ス
で
手
づ
く
り
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
つ
く
る
よ
う
努
め
た
。子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
を
使
い
、本
物
の
ボ
ー
ル
を
使
う
と
き
と
同
じ

よ
う
に
楽
し
そ
う
に
競
技
に
取
り
組
む
。
す
る
と
、そ

れ
を
見
た
A
さ
ん
の
意
欲
が
に
わ
か
に
高
ま
り
、み
ず

か
ら
ボ
ー
ル
の
作
成
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
。
ボ
ー
ル
が
増
え
れ
ば
、グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
練

習
に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、体
育
授
業
も
や
り
や
す
く

な
る
こ
と
か
ら
、や
が
て
「
A
さ
ん
に
も
授
業
を
実
施

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
て
き

た
の
だ
っ
た
。

■  活動概要
ムシマ小学校（ジンジャ県ワニャンゲ）に配
属され、主に以下の活動に従事。
●授業の実施（算数、体育）
●クラブ活動の支援（音楽、ダンス、日本文

化、サッカーなど）
●家庭訪問の実施

鷹觜さん基礎情報

■ PROFILE
1987年生まれ、東京都出身。大学では国
際政治学を専攻。東京都の公立小学校に
教員として約3年間勤務した後、2017年6
月に協力隊員としてウガンダに赴任。19年
6月に帰国。

CASE 4
学校教育分野

 鷹觜さんの事例の

Point
苦手意識の克服が第一歩
勉強は、苦手意識が高まれば高
まるほど、取り組む意欲が低下
してしまう。それは日本でもウガ
ンダでも同じであり、教員はつ
まずきを理解し、わからない所
まで立ち戻って指導することが
求められる。すべての指導は児
童理解から始まる。

さんの事例
（ウガンダ・小学校教育・
2017年度1次隊）

鷹觜さんが同僚とともに参加した体育授業
の研修会で、布や新聞紙でつくったボール
を手にする受講者

小
学
校
の
一
教
員
と
し
て

算
数
や
体
育
の

授
業
を
担
当

小
学
校
に
配
属
さ
れ
、算
数
や
体
育
の
授
業
を
担
当
し
た
鷹
觜
さ
ん
。

算
数
授
業
を
受
け
持
っ
た
高
学
年
で
は
、す
で
に
児
童
の
間
の
学
力
の
差
が
大
き
か
っ
た
な
か
、

算
数
が
不
得
意
な
子
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。



テ
ィ
ー
タ
イ
ム
へ
の
不
参
加
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
や
看
護
ケ
ア
の
協
力
が
減
少

 

文
＝

さ
ん（
フ
ィ
ジ
ー
・
理
学
療
法
士
・
2
0
1
7
年
度
1
次
隊
）
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フ
ィ
ジ
ー
で
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
以
下
、
テ

ィ
ー
）
が
仕
事
中
の
10
時
・
15
時
に
あ
り
ま
す
。

テ
ィ
ー
は
フ
ル
ー
ツ
や
パ
ン
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
場
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場
と
し
て
と
て
も
大
切

な
時
間
で
す
。
私
も
派
遣
直
後
は
、
配
属
先
の

多
く
の
人
と
信
頼
関
係
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
テ
ィ
ー
へ
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

配
属
さ
れ
て
8
カ
月
後
に
は
活
動
が
順
調
に

な
り
、
ひ
と
り
で
多
く
の
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
で
あ
る
理
学
療
法
士
の
育
休
に
よ
り
、
ひ
と

り
で
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
は
配
属
先
の
看
護
師
や
介
護

士
、
医
師
な
ど
の
同
僚
と
信
頼
関
係
が
構
築
さ

れ
て
い
る
と
思
い
、
テ
ィ
ー
よ
り
患
者
さ
ん
へ

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
時
間
確
保
を
優
先
。

次
第
に
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
が
減
り
、
約
4
カ
月

間
は
テ
ィ
ー
へ
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ＊

バ

を
飲
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
以
下
、カ
バ
会
）へ
は
、

仕
事
終
わ
り
や
休
日
前
な
ど
に
男
性
陣
宅
へ
行

き
、参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
、
同
僚
の
リ
ハ
ビ
リ
時
に
対
す
る

協
力
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

以
前
は
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま
る
際
に
患
者
を
起
こ

し
、
車
椅
子
で
リ
ハ
ビ
リ
室
へ
連
れ
て
来
る
な

　私の派遣国もお茶文化が存在し、仕事中もお茶に呼ばれる
ことが頻繁にありました。患者さんに自主トレーニングを託し、
私は基本的にお茶に参加していました。お茶の時間は現地の
人の本音を引き出す絶好の機会。患者さんに関する情報交換
や支援先のドナーについてなど積極的に仕事の話題を投げて
いました。ほぼ毎日お茶の時間があったため、患者さんの身体・
環境の変化はカンファレンスを開かなくても多くの同僚が把握
できていました。現地に合った働き方を最大限利用し、最大の
効果を得られるように工夫してみてはいかがでしょうか。

　私も日本人独特の価値観に縛られ、「お茶をすることイコー
ル仕事を疎かにすること」と罪悪感を感じることが多 あ々りま
した。同僚にお茶に誘われるたび、「患者さんが待っているか
ら行けない」と断っていたら、「患者さんがじゃなくてあなたは
どうしたいの？」と問い詰められたことがあります。そんな概念
がなかった私はポカーンとしましたが、現地の人はこういう感覚
で生きているのだと気づかされました。「他人を第一に考える」
のは日本では素晴らしいことかもしれないですが、「まずは自
分がどうしたいのか」を考えてみるのもよいのかもしれません。

文＝協力隊経験者
● アジア・理学療法士・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
リハビリテーションセンターにて同僚への技術支援、仕事環境の改善、
加えて産科病院での未熟児に対する発達支援、また地方の学校にて児
童に対し疾病予防・健康維持のためのワークショップを実施。

お茶を制する者は、仕事を制するその国に根付く考え方を学ぶ

文＝協力隊経験者
● 中南米・理学療法士・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
国立病院で担当患者のリハビリを行いつつ、遠方に住む患者がリハビリ
に継続して通えるよう送迎のコーディネートを行う。また、近隣の商業
施設で働く労働者に向け腰痛体操教室を実施、養護学校で教諭と協力
しながら児童に向け体育の授業を行った。

配属先の同僚と三田村さん。三田村さんは３代目の理学療法士として配属先へ派遣されたが、2代目と期間が空いた
ため、新規のつもりで配属先のニーズへ応えるよう活動計画を練った。特に「配属先対象の患者に対するQOL（生活
の質）の向上ができるよう同僚の医療従事者と協力して問題を解決し、習慣化していく」ことに注力した

ど
の
協
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
は
声
を

か
け
て
も
携
帯
を
見
て
ば
か
り
…
…
。
定
例
会

議
の
際
に
看
護
師
長
へ
「
基
本
的
な
看
護
や
ケ

ア
な
ど
へ
の
協
力
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

伝
え
た
こ
と
で
、状
況
は
変
わ
る
ば
か
り
か
、同

僚
と
の
溝
が
深
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

カ
バ
会
で
仲
良
く
し
て
い
た
人
に
不
満
を
漏

ら
す
と
、「
最
近
は
ア
キ
ラ
が
テ
ィ
ー
に
参
加
し

て
い
な
い
っ
て
聞
い
て
い
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
カ
バ
会
の
彼
ら
と
は
仕
事
外
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、一
番
近

く
で
働
く
同
僚
か
ら
最
近
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
久
し
ぶ
り
に
テ
ィ
ー
へ
参
加
し
た

と
こ
ろ
、
同
僚
か
ら
「
あ
ら
、
最
近
見
な
か
っ
た

顔
ね
」
と
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
言
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
信

頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
患
者
さ
ん
を
第
一
に
考
え
る
ア

キ
ラ
の
気
持
ち
は
わ
か
る
け
ど
、
フ
ィ
ジ
ー
な

ん
だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
進

め
て
い
い
ん
だ
よ
」
と
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
適
度
に
テ
ィ
ー
へ
参
加
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
ひ
と
り
と
し
て
、
互
い
に

協
力
で
き
る
場
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

状
況
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■  PROFILE
1987年、宮城県出身。2010年、東北文化
学園大学医療福祉学部リハビリテーショ
ン学科理学療法専攻卒業後、宮城厚生協
会泉病院へ入職。16年、脳卒中認定理学
療法士を取得。17年に退職し、協力隊へ
参加。19年6月、帰国。同年9月、訪問看
護ココステーション仙台中央へ就職。

■  活動概要
首都スバにある国立リハビリテーション
病院にて理学療法士として、主に以下の
活動を行う。
●院内・外来患者の治療
●巡回によりフィジー全土訪問リハビリ
●ワークショップにより知識・技術向上

＊カバ…フィジーの嗜好品

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃176

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
患者さんが優先だと思っていたため、活動量が増えたときに
同僚とコミュニケーションを取る時間を減らしてしまいまし
た。患者さん優先はもちろん大切ですが、同僚たちとコミュ
ニケーションを取る時間はしっかり確保し、互いに協力して病
院づくりをしていかなければいけないと思いました。
再びティーに参加したことで、同僚から患者さんの病棟での
生活状況などを細かく聞くことができ、またリハビリに都合の
良い時間なども情報共有できるようになったので、患者さん
のQOLの向上につなげることができました。

促進要因 阻害要因

内部 【隊員の強み（S）】
柔軟に対応できる。

【隊員の弱み（W）】
コミュニケーション不足に
気づかない。

外部
【環境の良い面（O）】
患者さんはリハビリに意欲
的。

【環境の悪い面（T）】
時間の制約がある。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

院 内 患 者 さ ん の
Quality Of Life（生
活の質）向上。

実際の結果

一時的に同僚の協力
がなくなり患者さん
のQOLの低下につな
がった。

活動
開始

ティータイムとリハビリ
の時間が重なったため

（T）、リハビリを優先した
ところ、同僚とのコミュ
ニケーションが不足して
信頼関係が崩れ（W）、1
人でリハビリをすること
が増えた。



Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

講
座
へ
の
出
席
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
座

学
だ
け
で
な
く
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も

取
り
入
れ
、
遊
び
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
座
時
間
が
長
く
な

る
と
空
腹
な
ど
で
集
中
力
が
途
切
れ
て
し

ま
う
参
加
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
途
中
に
ご

飯
休
憩
を
挟
み
、
み
ん
な
で
食
事
を
と
る
時

間
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
図
る
こ
と
が
で
き
て

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
初
期
は
、
講
座
内
で
作
製
し
た
作
品

（
商
品
）
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
展
示
す
る

の
み
で
し
た
が
、
作
品
が
売
れ
る
と
い
う
実

感
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
J
I
C
A
事
務

所
で
の
総
会
時
に
販
売
会
を
設
け
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

日
本
の
木
工
技
術
は
繊
細
で
正
確
な
作
業

を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
派
遣
国
で
は
環
境
の

問
題
や
現
地
の
人
の
考
え
方
等
に
よ
り
日

本
の
木
工
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
的
な
木
工
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
現
地
の
や
り
方
や
現
地
の
人

の
考
え
方
を
早
く
汲
み
取
り
、
実
践
す
る
こ

と
が
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
コ
ツ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
以
外
の
木
工
現
場
で
働
く
経
験
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
見
方
で
考
え
、
実
践
す
る
場
と

な
る
の
で
、
帰
国
後
も
環
境
を
選
ば
ず
に
活

動
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
！

Q 
試
み
た
解
決
策
は
？

　

理
想
を
現
実
に
落
と
し
込
む
。
編
集
か
ら

出
版
ま
で
の
工
程
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
感
を

示
し
、提
案
者
に
覚
悟
を
迫
り
ま
し
た
。

 

「
で
は
あ
な
た
が
担
当
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
で
き
な
け
れ
ば
こ
の
案
は
な
し
」

 「
え
、馬
場
さ
ん
が
や
る
の
で
は
？
」

 「
私
は
今
、1
人
あ
た
り
1
0
0
0
字
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
原
稿
を
53
人
分
、執
筆
中
で
す
」

　

お
国
柄
に
よ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
で

き
な
い
」
と
否
定
形
で
切
る
よ
り
、肯
定
形
で

話
し
つ
つ
断
る
方
が
理
解
を
得
や
す
い
気
が

し
ま
し
た
。
次
か
ら
次
へ
と
困
難
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
肉
を
食
ら

い
、語
っ
て
笑
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

「
移
住
史
は
か
く
あ
る
べ
き
」
と
い
う
先
入

観
を
捨
て
た
の
が
奏
功
し
ま
し
た
。
誰
に
向

か
っ
て
本
を
出
す
の
か
議
論
を
尽
く
し
、
移

住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
第
1
章
に
据
え
、
写

真
を
生
か
す
べ
く
全
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
で
印

刷
。「
斬
新
で
わ
か
り
や
す
い
構
成
」「
血
が

通
っ
て
い
る
本
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

記
者
や
編
集
者
は
仕
事
を
抱
え
込
み
が
ち

で
す
。
で
も
限
ら
れ
た
時
間
で
成
果
を
出
す

に
は
、
地
元
の
方
々
を
信
じ
て
任
せ
る
こ
と

が
近
道
。
日
系
2
世
の
編
集
委
員
２
人
は
卓

越
し
た
語
学
力
で
ス
ペ
イ
ン
語
訳
を
校
正
し

て
く
れ
た
り
、
幅
広
い
人
脈
と
交
渉
力
で
窮

地
を
救
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

為
せ
ば
成
る
。
何
と
か
な
り
ま
す
よ
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

近
年
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
は
、
他
国
と

同
様
に
輸
入
家
具
が
大
量
に
入
荷
し
、
価
格

も
安
価
で
質
の
良
い
製
品
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
こ
の
環
境
下
で
、
中
小
の
工

房
で
は
輸
入
家
具
に
対
抗
で
き
る
家
具
の

生
産
力
や
販
売
力
ま
で
の
向
上
を
期
待
す

る
こ
と
は
、と
て
も
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
欧
米
な
ど

か
ら
の
観
光
客
に
向
け
た
商
品
開
発
に
目

を
向
け
ま
し
た
。
2
年
間
週
に
1
〜
2
回
の

頻
度
で
、
木
工
組
合
員
対
象
に
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
座
は
、
商
品
の
開
発
と
い
う

テ
ー
マ
を
軸
に
、「
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」

や
「
５
S
活
動
」
を
伝
え
、
ま
た
派
遣
国
で

は
や
ら
な
い
様
な
木
工
技
術
に
つ
い
て
も
盛

り
込
み
、
木
工
に
つ
い
て
の
興
味
・
関
心
を

少
し
で
も
深
め
る
内
容
に
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

現
地
の
人
は
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
も

と
も
と
低
い
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
と
の
大

き
な
違
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
収
入
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
開
催
し
て
い
た
講
座
へ
の
出

席
率
が
低
い
こ
と
や
、
参
加
し
て
い
て
も
集

中
で
き
な
い
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
高
め
る
か
と
い
う
の
が
最
大
の
困

難
で
し
た
。
ま
た
、
木
工
で
の
十
分
な
収
入

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
工
房
内
が
乱
雑
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
停
電
が
頻
繁
に
起
こ
り

作
業
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、
作
業

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

推
定
3
5
0
人
。
ウ
ル
グ
ア
イ
の
日
系
社

会
は
南
米
最
小
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
年
に
移
住
百
周
年
を
祝
い
ま
し
た

が
移
住
史
発
刊
は
か
な
わ
ず
、
16
年
に
日
本

人
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
。
私
は
3
代

目
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

戦
前
、
多
く
の
日
本
人
が
国
策
移
民
と
し

て
南
米
に
渡
り
ま
し
た
が
、
日
ウ
間
に
は
協

約
が
な
く
集
団
移
住
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
南
米
で
夢
破
れ
「
ウ
ル
グ
ア
イ
が
い
い

ら
し
い
」
と
個
人
で
転
住
し
た
方
々
が
新
天

地
で
日
系
社
会
を
築
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら

な
の
か
、
そ
の
組
織
力
は
他
国
ほ
ど
強
く
な

く
、貴
重
な
史
料
も
散
逸
寸
前
で
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

当
時
、
本
の
編
集
方
針
は
二
転
三
転
し
て

い
ま
し
た
。
関
係
者
は
あ
れ
こ
れ
提
案
し
て

く
る
の
で
す
が
、自
分
は
動
か
ず
他
人
任
せ
。

計
画
開
始
か
ら
1
年
半
を
過
ぎ
て
も
、
印
刷

可
能
な
完
成
素
材
は
ゼ
ロ
。
協
力
者
は
減
り

続
け
、
移
住
史
編
集
委
員
会
に
残
っ
て
い
た

の
は
4
人
の
有
志
の
み
で
し
た
。

　

で
も
や
る
し
か
な
い
。
記
者
20
年
、編
集
者

5
年
の
経
験
を
元
に
、
何
と
か
形
に
で
き
そ

う
な
案
を
編
集
会
議
で
示
し
て
み
ま
し
た
。

 

「
現
代
史
を
主
軸
に
し
て
、
一
人
一
人
の
人

物
を
深
く
描
き
た
い
。
写
真
を
た
く
さ
ん
盛

り
込
み
、読
ん
で
楽
し
い
本
っ
て
ど
う
？
」

　

委
員
全
員
が
目
を
輝
か
せ
、
次
々
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
新
た
な

悩
み
が
。
全
部
は
実
現
で
き
な
い
よ
…
…
。

端材を利用して新たな商品をつくる木工組合員に、技術支援を行う楳田さんウルグアイ日系社会で最高齢とされる原野フサさん（96＝右）と長女の千鶴子さん（75＝中央）宅に移
住史を届けた馬場さん。「自分が本に出るとは。長生きしたかいがあったよ」と喜びの声が寄せられた

※人数は、2019年9月30日現在。 ※人数は、2019年9月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

木工
#D252

編集
#G235

さん
（ドミニカ共和国・2016年度3次隊）

 さん
（SV／ウルグアイ・2017年度1次隊）

■  活動概要
村落部の木工組合員の工房製品の品質の改善・木工技
術の向上・新たな商品の企画を目指し、以下の活動を行う。
●5S活動を組合員の各工房で実施
●技術講座を不定期で開催し、商品価値・商品の特徴が

付けられるような技術を移転
●家具づくりで出る端材を利用し、観光客に向けての商品

の企画・フェリア （イベント）での広報活動　など

■  活動概要
在ウルグアイ日本人会に配属され、当地の日系社会
初となる移住史を制作し発刊する。
●編集方針の起案と進行管理
●取材、執筆、校正、写真撮影、編集統括
●ページデザインと制作業務全般
●予算案の策定、印刷会社との折衝　など

■  PROFILE
1989年生まれ、広島県出身。デザイン学校卒
業後、６年間家具メーカーで家具のデザイン・
設計製作に携わる。2017年1月、協力隊に参
加し、ドミニカ共和国に派遣される。2019年1
月帰国。現在は、瀬戸内海にある島に移住し
地域の特産品である柑橘を生かしながら、木
工製品の製作を行っている。

■  PROFILE
1966年生まれ。東京都出身。東京外国語大学スペ
イン語学科を卒業後、朝日新聞社に入社。静岡県
浜松市や群馬県大泉町など南米系日系人の集住地
域から多くの記事を発信。2017年、社の 「自己充
実休職制度」を取得し、シニア海外ボランティアと
してウルグアイに赴任。19年に帰国、読者の投稿を
扱うオピニオン編集部 「声」に復職。

話話
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派  遣  中 ▶ 3人

累　　計 ▶ 38人

分　　類 ▶ 鉱工業

活  動  例 ▶ 職業訓練校にて訓練生へ木工

作業や製作指導　など

類似職種 ▶ 竹工芸、手工芸

派  遣  中 ▶ 1人

累　　計 ▶ 14人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ 出版物や広報物制作技術の向

上のための指導　など

類似職種 ▶ −
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石井さんのプロフィール

神
奈
川
県
出
身
。

3
月
、
東
海
大
学
体
育
学
部
体

育
学
科
卒
業
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
コ

ー
チ
を
務
め
る
。

10
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
①

エ
チ
オ
ピ
ア
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
州

教
育
局
の
メ
ケ
レ
市
教
育
事
務

局
に
配
属
さ
れ
、
小
学
校
3
校

を
対
象
に
体
育
授
業
に
関
す
る

活
動
に
従
事
。

10
月
、帰
国
。

1
月
、
株
式
会
社
運
動
会
屋

に
入
社
②
。

同
社
の
提
携
会
社
N
P
O
法
人

ジ
ャ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
実
施
す
る

U
N
D
O
K
A
I
ワ
ー
ル
ド
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。

1977

 

「『
楽
し
そ
う
！
』と
い
う
『
直
感
』か
ら
協
力
隊
へ

の
応
募
を
決
め
ま
し
た
」
と
石
井
さ
ん
は
話
す
。
そ

れ
ま
で
も
、
出
会
っ
た
と
き
に
自
分
の
中
で
輝
き
を

感
じ
る
「
直
感
」
を
信
じ
、人
生
を
選
択
し
て
き
た
。

「
体
育
」「
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
」「
空
手
」「
協
力
隊
」、

そ
し
て
今
の
職
場
で
あ
る
「
株
式
会
社
運
動
会
屋
」。

現
在
、
石
井
さ
ん
は
同
社
に
所
属
し
、
世
界
中
で
運

動
会
を
開
催
す
る
た
め
の
企
画
・
運
営
を
し
て
い
る
。

自
分
の
直
感
を
最
大
限
信
じ
る

　

幼
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
体
育

大
学
に
入
学
し
た
。
あ
ま
り
泳
げ
な
い
の
に
、
輝
い

て
見
え
た
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
に
入
部
。
溺
れ
て

死
に
そ
う
に
な
っ
た
経
験
も
あ
る
が
、
好
き
で
入
っ

た
部
活
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
、
ま
た
鍛
え
ら

れ
た
４
年
間
だ
っ
た
。
卒
業
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
の
教
室
を

担
当
。
裏
表
の
な
い
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と

心
が
弾
ん
だ
。
就
職
後
に
始
め
た
空
手
に
本
腰
を
入

れ
る
た
め
、
正
職
員
を
辞
め
、
契
約
社
員
と
し
て
働

き
な
が
ら
、
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
。

10
年
続
け
た
と
き
、
怪
我
の
影
響
も
あ
っ
て
一
線
を

引
い
た
。
そ
の
後
も
子
ど
も
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
コ
ー
チ
な
ど
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
と
子
ど
も
に

り
良
い
世
界
に
な
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し
た
」

　

大
会
開
催
は
困
難
の
連
続
だ
っ
た
。
参
加
予
定
校

の
直
前
の
出
場
辞
退
、
司
会
を
頼
ん
だ
人
が
「
結
婚

式
で
行
け
な
い
」
と
言
い
出
し
、
審
判
予
定
の
教
員

が
「
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
」
と
来
ず
、
開
始
時

間
も
「
予
定
通
り
」遅
延
。
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

体
育
の
意
義
を
感
じ
た
同
僚
や
他
隊
員
の
協
力
に

よ
り
無
事
や
り
遂
げ
た
。
ま
た
、
大
会
の
開
催
は
今

後
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
現
地
に
根
付
く
可
能
性
を
感

じ
さ
せ
た
と
い
う
。
石
井
さ
ん
は
大
会
の
様
子
を
収

め
た
動
画
な
ど
を
用
い
、
他
校
の
教
員
に
も
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
伝
え
、任
期
を
終
え
た
。

運
動
会
で
世
界
を
笑
顔
に
！

　 

「
運
動
会
屋
」
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
元
体
育
隊
員

だ
。「
な
ん
だ
そ
の
名
前
は
!?
」
と
調
べ
る
と
、地
域

や
企
業
向
け
の
運
動
会
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る

会
社
だ
と
知
る
。「
こ
こ
だ
！
」
と
帰
国
後
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
入
社
。
半
年
前
か
ら
、
運
動
会
の
価
値

か
か
わ
れ
る
毎
日
は
充
実
し
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
の
通
勤
時
、
電
車
に
乗
る
と
自
分
の
周
囲
が
す
べ

て
協
力
隊
の
吊
り
広
告
だ
っ
た
。
気
に
な
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
「
体
育
」
職
種
が

あ
る
と
知
る
。「
楽
し
そ
う
！
」
と
思
っ
た
そ
の
日

に
募
集
説
明
会
が
あ
り
、
参
加
。
体
育
隊
員
だ
っ
た

ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
、
す
ぐ
に
応
募
し
た
。

合
格
し
、エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
小
学
校
3
校
で
体
育
授
業
の
質

の
向
上
支
援
活
動
を
行
っ
た
石
井
さ
ん
。
派
遣
当
初

は
現
場
の
教
員
に
「
僕
た
ち
に
は
知
識
は
あ
る
、
お

金
だ
け
が
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
、
困
り
果
て
た
。

教
育
省
も
「
体
育
が
大
切
」
と
言
う
も
の
の
予
算
が

割
か
れ
る
の
は
理
数
科
ば
か
り
。
そ
こ
で
石
井
さ
ん

は
、
体
力
測
定
の
実
施
で
体
育
の
効
果
を
数
値
化
、

ま
た
先
生
た
ち
と
一
緒
に
運
営
す
る
こ
と
で
仲
間

と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
競
技
に
楽
し
ん
で
取
り
組
む
姿
か
ら
体
育
の
意

義
を
体
感
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
体
育

の
意
義
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
石
井
さ
ん
は
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
企
画
・
開
催
す
る
。

 

「
机
上
の
勉
強
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
づ
ら
い

け
れ
ど
、体
育
を
通
し
て
な
ら
、相
手
を
尊
重
し
、応

援
し
、
助
け
合
う
力
を
育
め
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
も
、
そ
の
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
よ

経
験
が
未
来
を
つ
く
る

エ
チ
オ
ピ
ア
・
体
育
・
2
0
1
6
年
度
2
次
隊

さ
ん

を
海
外
に
伝
え
る
活
動
「
U
N
D
O
K
A
I
ワ
ー

ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
事
業
を
担
当
し
て
い
る
。

 

「
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
の
私
だ
っ
た
ら
、
こ
の
仕

事
を
無
理
だ
と
思
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
エ
チ

オ
ピ
ア
で
拙
い
現
地
語
と
英
語
で
体
育
を
教
え
、
大

会
を
実
施
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
る

と
思
え
た
し
、何
よ
り
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

同
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
主
に
寄
付
金
や
協
賛
金
で
成

り
立
つ
。
そ
の
た
め
、
実
施
実
績
を
つ
く
り
、
広
報

活
動
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
エ
チ
オ
ピ
ア
で

現
地
の
人
が
体
育
の
価
値
を
体
感
す
る
こ
と
で
受

け
入
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
方
に
「
で
き
れ
ば
海
外

で
実
施
す
る
運
動
会
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の
価
値
を

体
感
し
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
実
績

と
は
実
施
数
の
多
さ
で
は
な
く
、
運
動
会
の
価
値
を

現
地
に
残
す
こ
と
だ
と
石
井
さ
ん
は
言
う
。

 

「
物
品
を
日
本
か
ら
持
ち
こ
ん
で
実
施
す
る
の
で
、

協
力
隊
の
趣
旨
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
運
動
会
の
楽
し
さ
を
一
気
に
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
後
は
現
地
の
人
た
ち
の
み
で

開
催
す
る
方
法
を
考
え
て
も
ら
う
の
が
、
私
た
ち
の

方
針
で
す
。
運
動
会
の
価
値
と
継
続
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

も
伝
え
て
い
る
の
で
、
現
地
で
運
動
会
が
継
続
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
は
派
遣
中
の
隊
員
さ
ん

の
力
も
お
借
り
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

日
本
の
体
育
の
日
に
、
ル
ワ
ン
ダ
の
学
校
で
運
動

会
を
実
施
し
た
。
幼
稚
園
児
と
小
学
生
、
全
2
7
0

人
の
笑
顔
を
見
て
、改
め
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

 

「
ル
ワ
ン
ダ
で
は
以
前
内
戦
が
あ
り
、
世
界
で
は
今

も
争
い
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
争
う
よ
り
共
に
成
長

す
る
こ
と
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
世
界
は
ひ
と
り
で
は

良
く
で
き
な
い
。
互
い
を
受
け
入
れ
助
け
合
い
、
共

に
成
長
で
き
る
運
動
会
に
は
世
界
を
平
和
に
す
る

力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

協力隊
に参加

選択の理由

協力隊は知っていたが、体育という職種が
あるとは思っていなかった。人生のキーワ
ードは「スポーツ」「子ども」だという石井
さんは、両方が叶えられる職種があると知
り、参加を決意した。
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運動会屋
に就職

選択の理由

アフリカで就職するつもりだったが、運動会屋の
「インドでの運動会普及活動」の求人を見て、面
白そうだと思い応募。インドでの話は一旦延期と
なったが、元々活動したかったアフリカをはじめ
世界で運動会を実施する事業を現在は担当。

スポーツインストラクター

スポーツイベントの企画・運営担当

人生を変えた2年間

Vol.172

東アフリカ・ルワンダ共和国のウムチョムイーザ学園で実施した運動会。当日はあいにくの雨のため室内での開催と
なった。同学園の副理事長はNPO法人ルワンダの教育を考える会のマリールイズ氏で、石井さんから「UNDOKAIワー
ルドキャラバン」の活動を聞き、実施を希望。今回の開催となった。同キャラバンは「ひとりでできない事に価値がある」
とモットーに、これまで米国、タイ、ラオス、インドなどの学校や企業で運動会を実施してきた

石井さんが企画した3校合同のドッジボール大会の様子。「子どもの笑
顔が何よりもやりがい」と石井さんは話す

株式会社運動会屋

②

①

本社所在地：神奈川県横浜市都筑
区早渕3-30-10

創　　 業：2007年5月

従 業 員 数：45人
（2019年5月末時点）

事 業 内 容：スポーツイベント、社
内向け福利厚生の企
画・運営　など

U R L : http://www.udkya.
com/



［座談会参加者］

に
辞
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
』
と
い
う
目
で
見
ら
れ
る
」

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
受
け
た

十
数
社
の
I
T
関
連
企
業
の
面
接
で
は
、
い
つ
も
協
力

隊
経
験
に
つ
い
て
「
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
っ
て
き
た

の
で
す
ね
」
と
い
っ
た
受
け
止
め
方
を
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
し
か
も
、
I
T
業
界
は
常
に
人
手
不
足
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
な
け
れ
ば
再
就
職
は
難
し

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
条
件
を
設
け
よ
う

と
す
る
と
、
望
む
よ
う
な
仕
事
を
見
つ
け
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
枠

の
中
で
I
T
サ
ー
ビ
ス
を
途
上
国
に
展
開
し
て
い
く
よ

う
な
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う

し
た
企
業
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
帰
国
し
て
最
初

に
就
職
し
た
企
業
も
官
公
庁
の
入
札
案
件
の
仕
事
が

多
く
、
希
望
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

な
か
で
現
在
の
勤
務
先
に
転
職
し
た
の
は
、
私
が
参
加

し
て
い
た
I
T
業
界
の
勉
強
会
に
現
在
の
勤
務
先
の
幹

部
が
参
加
し
て
お
り
、「
あ
な
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
が
向
い
て
い
る
」
と
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

I
T
業
界
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
条
件
を
設
け

る
と
就
く
の
が
難
し
い
と
い
う
点
は
、
私
も
帰

国
後
に
行
っ
た
就
職
活
動
で
感
じ
ま
し
た
。
私
は
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
を
踏
ま
え
、「
保
健
・
医
療
分
野
」「
海
外

に
か
か
わ
り
が
あ
る
」
と
い
う
条
件
を
設
定
し
て
シ
ス

テ
ム
開
発
の
仕
事
を
探
し
た
の
で
す
が
、
書
類
選
考
で

だ
い
ぶ
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
、
後
者
の

条
件
だ
け
に
絞
っ
て
探
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
勤
務
先

に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

協
力
隊
で
得
た
力

「『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
が
向

い
て
い
る
』
と
指
摘
さ
れ
た
」
と
の
お
話
が
B

【派遣前】
通信建設会社社員
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・PCインストラクター
・アジア
・2014 年度派遣
▶︎公務員等の研修施設
でPCの講座を担当

【現在】
開発コンサルティング会
社社員

【派遣前】
システム開発会社の SE
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・PCインストラクター
・アジア
・2014 年度派遣
▶︎小中高一貫校で IT の
授業を担当

【現在】
AIベンチャー社員（プロ
ジェクトマネージャー）

【派遣前】
システム開発会社の SE
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・コンピュータ技術
・大洋州
・2015 年度派遣
▶︎病院のコンピュータシ
ステムの管理を支援

【現在】
メーカーの SE

Aさん（男性） Bさん（女性） Cさん（男性）

AA

帰国後の　と　を語り合う

第⑪回　　　IT分野篇

OB・OG
匿 名

座 談 会

理想 現実

28ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 129 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 1

＊1 光回線…光ファイバーでデータを送信する通信回線。

＊2 PoC…「Proof of Concept（概念実証）」の略。AIなど新しい技術を使ったサービスの開発に先立ち、サ

ービスの一部の実現性や効果などを検証する業務。

＊3 フロントエンドエンジニア…ユーザが直接触れる部分に携わるエンジニア。

＊4 IoT…「Internet of Things」の略。コンピュータなどの情報通信機器以外の物に通信機能を持たせ、イン

ターネットに接続したり、相互に通信したりすることで、自動認識や自動制御、遠隔計測などを行うこと。

＊5 ラズベリーパイ…消費電力が小さいプロセッサを使用したシングルボードコンピュータ（1枚の基板にプ

ロセッサなど必要最小限の部品を付けただけの簡素なコンピュータ）。

＊6 衛星通信…人口衛星を介して電波の送受信を行う通信システム。

CCC B

　

帰
国
後
の
進
路
開
拓

私
は
通
信
建
設
会
社
で
光＊
１

回
線
の
敷
設
工
事

な
ど
に
携
わ
っ
て
か
ら
協
力
隊
に
参
加
し
、
公

務
員
な
ど
を
対
象
と
す
る
研
修
施
設
で
P
C
の
講
座

を
担
当
し
ま
し
た
。
帰
国
し
て
す
ぐ
に
土
木
分
野
を
専

門
と
す
る
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職
し
、

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
な
ど
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

派
遣
前
は
S
E
と
し
て
主
に
金
融
業
界
の
シ

ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

協
力
隊
で
は
小
中
高
一
貫
校
の
I
T
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
帰
国
し
て
最
初
に
就
い
た
仕
事
は
、
環
境
分

野
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
会
社
の
S
E
職
で
、
そ
の

後
、
A
I
の
P＊２
o
C
な
ど
を
手
掛
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
転
職
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め

て
い
ま
す
。

私
も
派
遣
前
の
職
は
S
E
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
使
う
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
協
力
隊
で
は
病
院
に
配
属
さ
れ
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
「
何
で
も
屋
」
の
S
E

と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
任
期
終
了
後
、
配
属
先
か
ら

依
頼
を
受
け
て
直
接
の
雇
用
契
約
を
結
び
、
給
料
を
い

た
だ
き
な
が
ら
約
1
年
半
、
S
E
の
仕
事
を
担
当
し
ま

し
た
。
そ
の
後
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
海
外
の

自
社
工
場
に
導
入
す
る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
フ＊
３

ロ
ン

ト
エ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

私
は
た
ま
た
ま
協
力
隊
時
代
に
現
在
の
勤
務

先
が
関
係
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
伝
う
機

会
が
あ
り
、
そ
れ
が
縁
で
派
遣
中
に
ス
カ
イ
プ
面
接
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
再
就
職
に
向
け
た
活
動

を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。
お
ふ
た
り
は
帰
国
後
の

就
職
活
動
で
苦
労
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
協
力
隊
経
験
者
は
『
採
用
し
て
も
、
ま
た
何

か
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

ば
質
の
高
い
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、「
自
分
を
律

す
る
力
」
が
特
に
必
要
と
な
る
。
C
さ
ん
の
お
話
を
う

か
が
っ
て
、そ
の
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

私
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
の
は
、
一
定
の
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
立
て
ら
れ
た
計
画
を
こ
な
し
て

い
く
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
タ
イ
プ
の
仕
事
で
す
。

計
画
を
ま
っ
と
う
し
、
成
果
物
を
提
出
し
て
初
め
て
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
お
金
が
も
ら
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
で
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
計
画
を
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
る
力
で
す
。
そ
う
し
た
力
を
養
う
う
え
で
、
2
年
間

と
い
う
協
力
隊
の
任
期
を
ま
っ
と
う
す
る
だ
け
で
も
価

値
が
あ
る
と
、
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
は
生
活

や
活
動
が
か
な
ら
ず
し
も
楽
で
は
な
い
で
す
か
ら
、
そ

の
任
期
を
ま
っ
と
う
す
れ
ば
、「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
力
」
に
つ
い
て
の
大
き
な
自
信
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

I
T
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

「
途
上
国
は
技
術
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
協
力

隊
に
参
加
し
て
も
自
分
自
身
の
技
術
面
の
向

上
は
望
め
な
い
」
と
い
う
見
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
私
自
身
は
協
力
隊
時
代
に
I
T
の
新
た
な
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
派
遣
国
で
は
当

時
、
バ
ス
の
位
置
情
報
が
わ
か
る
シ
ス
テ
ム
の
普
及
実

証
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
、
私
が
扱

っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
I ＊４
o
T
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
は
そ
の
事
業
に
関
連
す
る
小
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
「
ラ＊
５

ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
」
を
関
係
者
か
ら
譲
り
受

け
、
自
分
の
活
動
の
な
か
で
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
を
構
築

し
て
演
習
に
使
う
な
ど
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
低
コ
ス

ト
の
I
T
技
術
は
途
上
国
の
方
が
導
入
の
場
が
広
く
、

協
力
隊
員
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
が

与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
も
協
力
隊
時
代
に
I
T
に
関
す
る
認
識
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
力
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。
私
の
任
地
は
地
方

さ
ん
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点

が
評
価
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

私
は
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
「
明
確
な
言
葉

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
習
慣
」
が
付
い

た
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
き
の
力
に
な
る
と

受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

多
く
の
日
本
人
が
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
派

遣
前
、「
軋
轢
を
生
ま
な
い
よ
う
、あ
い
ま
い
で
柔
ら
か

な
表
現
を
使
う
」
と
い
う
傾
向
が
強
い
タ
イ
プ
で
し

た
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
外
国
語
で
そ
れ
を
す
る
の
は

難
し
い
た
め
、
協
力
隊
活
動
で
は
伝
え
た
い
こ
と
を
単

刀
直
入
な
表
現
で
伝
え
る
し
か
な
か
っ
た
。
す
る
と
、

次
第
に
「
は
っ
き
り
と
断
る
」「
は
っ
き
り
注
文
す
る
」

と
い
っ
た
こ
と
に
慣
れ
て
い
っ
た
う
え
、
そ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
「
認
識
の
食
い
違
い
か

ら
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
」
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
き
ま
し
た
。
実
際
、今
の
仕
事
で
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
常
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
も

ら
う
う
え
で
、
明
確
な
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
身
に
つ
き
、
今
の

仕
事
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
は
、

「
自
分
を
律
す
る
力
」
で
す
。
協
力
隊
活
動
は
与
え
ら
れ

た
債
務
を
こ
な
す
も
の
で
は
な
い
の
で
、
手
を
抜
く
こ

と
も
で
き
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
な
か
で
、「
こ
こ
ま

で
は
や
り
遂
げ
る
」
と
い
う
目
標
を
自
分
で
自
分
に
課

し
て
は
、誰
に
言
わ
れ
ず
と
も
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
。

そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
お
の
ず
と
「
自
分

を
律
す
る
力
」
が
身
に
つ
い
た
。
そ
れ
は
協
力
隊
活
動

に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
も
人
か
ら
信
頼
を
得

る
た
め
に
は
重
要
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
P
o
C
と
い
う
タ

イ
プ
の
仕
事
に
は
、「
納
品
物
」
な
ど
明
確
な

ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
仕
事
で
は
、
ゴ
ー

ル
を
自
分
た
ち
で
設
定
し
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ

都
市
の
近
辺
の
村
だ
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
人
は
ス

マ
ホ
を
持
ち
、
携
帯
電
話
回
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
本
屋
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
な

い
な
か
、
彼
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
得
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
S
N
S
で
シ
ェ
ア
し
合
う

な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
般
的
な
日
本
人
以
上
に

親
し
ん
で
使
っ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
お
ふ
た
り
と
は
違
い
、
I
T
化
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
い
く
国
の
姿
を
派
遣
国
に
見
ま
し

た
。
私
の
派
遣
国
は
群
島
国
な
の
で
す
が
、
人
口
が
少

な
い
た
め
、
離
島
ま
で
海
底
に
光
回
線
を
敷
く
よ
う
な

投
資
に
は
う
ま
み
が
な
く
、
衛＊

６

星
通
信
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
離
島
で
は
い

ま
だ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
切
使
え
な
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
I
T
格
差
が
技
術
の
進
歩
な
ど
で

是
正
さ
れ
る
時
代
が
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す

ね
。
私
自
身
も
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ひ
と
り
で
す

の
で
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
し
っ
か
り
と
経
験
を
積
み
、
途
上
国
の
方
々

に
公
平
な
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
現
在
の
勤
務
先
に
は
、「
A
I
を
す
べ
て

の
人
の
も
の
に
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

弊
社
の
技
術
が
何
ら
か
の
形
で
途
上
国
の
方
々
に
役
立

つ
よ
う
な
時
代
が
来
れ
ば
、
私
も
そ
う
し
た
仕
事
に
か

か
わ
り
た
い
で
す
ね
。

私
の
現
在
の
勤
務
先
に
は
海
外
の
自
社
工
場

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
仕
事
に
私
は
少
な
く
と
も
こ
の
先
5

年
間
は
か
か
わ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
に
つ
い
て
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

や
は
り
私
も
途
上
国
の
方
々
を
支
援
す
る
よ
う
な
仕
事

に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
の
で
、

J
I
C
A
の
企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）
な

ど
で
ふ
た
た
び
協
力
隊
の
現
場
に
か
か
わ
る
、
と
い
っ

た
選
択
肢
も
考
え
て
い
ま
す
。
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第101回
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ナビゲーター = さん
（スーダン・環境教育・2016年度4次隊）

環境教育ワークショップ

風呂敷バッグでゴミ意識を向上

　任期後半、他隊員から配属先で環境教育を
やってほしいと依頼を受けるようになり、そのひ
とつとして、手工芸隊員の配属先である、職業
訓練校に集うママたちを対象としたワークショ
ップを開くことになりました。ちょうどそのころ、
政府によりビニール袋の使用が禁止に。ビニー
ル袋の代替として、また手工芸とも関係がある
風呂敷紹介をワークショップに取り入れること
にしました。真結びが難しく、現地の人が風呂
敷を生活に取り入れるのはハードルが高いかも
しれませんが、風呂敷は日本文化紹介、環境教
育、手工芸など多様な切り口で利用できるので、
活動に取り入れてみてはいかがでしょうか。

風呂敷
ワークショップ

【所 用 時 間】 60分
【人　　　　数】 5人以上（5人で1グループ）
【用意するもの】 ●風呂敷用布（見本用）…数枚　●説明に必要な資料
               　 ●古布（正方形で風呂敷として使用できるもの）…参加
　　　　　　　  者が持参

【目　　　　的】 身近なものでビニール袋の代用品ができることを
　　　　　　　知ってもらい、ゴミへの意識を向上させる。

❶自己紹介
❷アイスブレイク（簡単なゲームなどなんでもOK）
❸ワークショップ開始
　【導　入】ビニール袋配布禁止による影響、メリット・デメリットなどを問題提起。
　【実践①】5人×数グループに分かれて風呂敷の基本的な結び方の練習。
　【実践②】基本的な結び方を使ってカバン状にアレンジ。
　【まとめ】
❹記念写真

ナビゲーター = さん
（日系SV／ドミニカ共和国・ソーシャルワーカー・2011年度派遣）

生活に役立つ技　

あるもので日本の味

  

　日系の方は日本の食材を現地にある材料でつくっていまし
た。皆さんに触発され、日持ちが良いと甘納豆をつくりました。
ドミニカ共和国には小豆はありませんでしたが、煮方を調整す
れば派遣国にある豆で代用してつくることもできます。

真結びは、頑丈に結べかつ簡単にほどける結び方。ほどくときは、6
の①の部分を右方向に引いたあと、②の結び目を持ち右に引くとス
ルスルと①から抜けます。

この2つさえマスターすれば風呂敷結びのパターンは無限！？

1

1

4

2

2

5

3

3

6

ナビゲーター = さん
（ジンバブエ・陸上競技・2016年度3次隊）

アスレチックトレーナー

知っトク情報

筋トレで健康に！④

 中
ちゅう

臀
でん きん

筋ストレッチと体幹中臀筋トレーニング

　今回の筋トレは少しハードな内容となっております。筋トレ
でも生活でも現状維持では衰退するばかりです。身体は負荷
に慣れてしまうと変化しません。筋トレもドンドンレベルを上
げ健康な身体をつくり上げましょう。

0

中臀筋ストレッチ
→体幹中臀筋トレーニング（左右各5回から徐々に増やす）

この筋肉にきく！
中臀筋…お尻の上部の側面にあり、足を外側に開く
ときに使われる筋肉。鍛えることで体幹の安定性
を高めることができる。
※痛みや違和感がでる場合には中止してください

まずは、
ストレッチ。

1 横向きに寝て、
肘で上半身を
持ち上げる。

2 腰を上げ、膝か
ら肩を一直線
にし、膝を開く。

2秒で上げ、2秒キープ。
2秒で降ろす。
最初は片方5回ずつ（回数をこなすので
はなく正しく行い慣れたら回数を増やす）

30秒交互に
1セット。

❶上から見て肩から膝が一直線になるように。
❷特にお尻が引けてしまい「くの字」にならない
ようにする。

ポイント

❶上げるときもお尻が引けて「くの字」にならな
いようにする。
❷膝を前後に移動させず真上に上げる。
❸上げきったら上で２秒キープ。

ポイント

❶椅子に座り足首を膝に
乗せる。
❷足首を乗せた方の膝に
両腕を乗せ身体を少し前
に倒し体重をかけていく。

ポイント

②鍋に再度小豆と水400mlを火にかけ、
沸騰したら極弱火にしてあくを取りながら
差し水をし、50分ほど煮る。指でつぶせ
るほど柔らかくなったら火を止め、蓋をし
て30分蒸らし、汁を捨てる。

⑤ザルや皿（あればオーブンシート）に小
豆を広げ、乾かす。派遣国は南国で蟻が
寄ってきたら困ると思い、小分けして冷凍
にしました。

③別鍋に砂糖100gと水150mlを火に
かけて砂糖を溶かし、沸騰後火を止める。
❷の小豆を入れ蓋をしてひと晩寝かせる。

⑥食べるときにグラニュー糖を振れば完
成！　冷凍庫から出してそのまま食せま
す。甘納豆を入れた抹茶パウンドケーキ
は現地の人にも喜ばれました。

25

36

14

①洗った小豆と500mlの水を鍋に入れ
て火にかけ、沸騰させる。10分ほど茹で
てあく抜きのために湯を捨てる。

④別鍋にザルを置き、❸を小豆と汁に分
ける。汁の入った鍋に砂糖100gを加えて
火にかけ、沸騰したら弱火にして小豆を加
え煮る。汁気がなくなったらザルにあける。

 甘納豆のつくり方

［材料］

●小豆…150g（黒・赤・白インゲン
豆でもOK。その場合、工程①の前
に豆を洗い、ひと晩浸水させる）

●砂糖…200g
●グラニュー糖（仕上げ用）…20g

ひとつ結び

基本の結び方（2パターン）

真結び

風呂敷の結び方
（リボンバッグ）

①ノートや書類などを下か
ら3分の１ほどの位置に置
く。

1

④結んだら形を整える。⑤完成。上の結び目部分
が持ち手。中身の出し入
れがしやすいバッグです。

45

活動に役立つアイデア

　

①

①

②

②

風呂敷の結び方
（基本のバッグ）

123

①風呂敷の裏を上にし、
左右の角をそれぞれひと
つ結びにする。

②結び目を内側に入れる
ようにして、表面を出す。

③結んでいない両角で真
結びをする。

ひとつ結び真結び

⑤ワークショップの参加
者に人気の包み方でした。

5

②置いた物に合わせて下
の角を折り上げ、左右の角
を真ん中で真結びする。

③上下の角を真結び。④形を整えて出来上がり。
上の結び目部分が持ち手
になる。

234

真結び

真結び



32ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 133 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1 1

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

IN
FO

R
M
ATIO

N

連絡先やURLの記載がないイベントの詳細は、開催場所の国内拠点のウェブサイトをご覧ください。https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/index.html

JICAやその関連団体が主催・共催・後援などをする
JICA海外協力隊関連のイベントをご紹介します。隊員関連イベント情報

　9月28、29日、東 京・江
東区のお台場センタープロム
ナードで、日本最大級の国際
協力イベント「グローバルフェ
スタJAPAN」が開催され、
18万3743人が来場しました。
このイベントに青年海外協力

隊事務局はブースを出展し、協力隊を目指す人が協力隊経
験者に直接、相談・質問できる個別相談会や、協力隊経験
者が派遣国の文化・食・人を自身の活動を交えて伝える『協
力隊の歩き方』を実施しました。
　29日のスペシャルステージでは、カメルーン生まれ・関
西育ちの漫画家、星

ほし

野
の

ルネさんと一緒に協力隊を知るスペ
シャルトークイベントが開催されました。 さん（セネ
ガル・野菜栽培・2015年度2次隊）と さん（ソロ
モン・環境教育・2016年度4次隊）の話を聞いた星野さんは、
「現地の立場や考え方を大事にするという協力隊員の活動
の姿勢や、相手を支援するだ
けではなく自分も何かを得て
帰ってくる、ということを知れ
た。チャレンジしたいことが
ある人は協力隊にエントリー
してみてほしい。自分の可能
性に挑み続けてください」と
話しました。

グローバルフェスタJAPAN2019で
協力隊ブースを出展

JICA海外協力隊への
外務大臣感謝状授与式を開催

外務大臣になった教え子と34年ぶりに再会

　10月3日、帰国したJICA
海外協力隊への外務大臣感
謝状授与式が、東京・新宿
区のJICA市ヶ谷ビルにおい
て開催されました。
　授与式には、帰国した青
年海外協力隊員とシニア海

外ボランティア、46人が出席し、鈴
すず

木
き

馨
けい

祐
すけ

外務副大臣から感
謝状を授与されました。来賓として塩

しお

谷
のや

立
りゅう

衆議院議員、三
み

原
はら

朝
あさ

彦
ひこ

衆議院議員（「日本の国際協力　特に青年海外協力
隊の活動　を支援する国会議員の会」〈JICA議連〉幹事長）、
山
やま

本
もと

幸
こう

三
ぞう

衆議院議員（JICA議連）、松
まつ

本
もと

剛
たけ

明
あき

衆議院議員
（JICA議連）、大

おお

島
しま

敦
あつし

衆議院議員、伊
い

藤
とう

信
しん

太
た

郎
ろう

衆議院議員、
左
さ

藤
とう

章
あきら

衆議院議員（JICA議連）、冨
とみ

岡
おか

勉
つとむ

衆議院議員、金
かね

子
こ

恵
え

美
み

衆議院議員（JICA議連）、松
まつ

下
した

新
しん

平
ぺい

参議院議員（JICA
議連）、白

はく

眞
しん

勲
くん

参議院議員、武
たけ

井
い

俊
しゅん

輔
すけ

衆議院議員、新
にい

妻
づま

秀
ひで

規
き

参議院議員（JICA議連）、江
え

島
じま

潔
きよし

参議院議員、竹
たけ

谷
や

とし
子
こ

参議院議員、櫻
さくら

井
い

周
しゅう

衆議院議員、井
いの

上
うえ

一
かず

徳
のり

衆議院議員
が参加され、北

きた

岡
おか

伸
しん

一
いち

JICA理事長も参加しました。
　授与式では、鈴木外務副大臣に労いと激励の言葉をいた
だいたのち、隊員代表として、 さん（マラウイ・理科
教育・2017年度2次隊）があいさつ。授与式に続いて行わ
れた懇親会では、 さん（SV／ベトナム・体操競技・
2017年度2次隊）、 さん（モロッコ・日本語教育・
2017年度2次隊）が、活動を報告しました。

世界を知ろう！
青年海外協力隊体験談とニュージーランド紹介

苫小牧市から派遣されていた さん（中華人民共和国・日本
語教育・2017年度1次隊）が派遣国での活動や生活を紹介。また苫
小牧市国際交流員が母国ニュージーランドの紹介を行います。

11月
9日

いつ？ 	11月9日（土）09:30〜11:30
どこ？ 	COCOTOMA-ココトマ−ラウンジ（北海道苫小牧市）
詳細 	「JICA北海道（札幌）」ウェブサイト内「イベント情報」をご覧ください。

国際協力
キャリアフェア2019

国際協力の分野で学びたい、働きたい人に対するキャリア支援とし
て実施されている同フェア。個別ブースでの国際協力関連機関・企
業・団体などによるキャリア相談や各種セミナーなどを実施します。

12月
7日

いつ？ 	12月7日（土）	13:00〜19:00
どこ？ 	JICA市ヶ谷ビル（東京都新宿区）
詳細 	https://www.idj.co.jp/?page_id=4654

東京

北海道

　2017年度2次隊の帰国者数は次の通りです。

2017年度2次隊の帰国者数

「JICA理事長表彰」表彰式を開催
　JICAでは、国際協力事業を通じて開発途上国の人材育
成や社会発展に多大な貢献をされた個人・団体に対し、そ
の功績を讃え、「JICA理事長表彰」を授与しています。15
回目の今年は、58個人・団体が表彰され、その表彰式が
10月8日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで開催されま
した。横浜国立大学学長補佐役の さん（パラグア
イ・家政・1992年度2次隊）、元国際協力専門員の
さん（マラウイ・農業土木・1978年度1次隊）、同じく元
国際協力専門員の さん（フィリピン・家畜飼育・
1974年度1次隊）、 さん（パナマ・村落開発普及員・
1998年度3次隊）が理事長を務めるNPO法人自然塾寺
子屋、JICAボランティア事業を支援している秋田県青年海
外協力隊を支援する会などが表彰されました。

「カメルーンにいたころ母の知り合いに協力
隊がいたけれど、私は協力隊という名称を
知っている程度だった」と星野さん（中央）

　8月31日に東京・新宿区の
JICA市ヶ谷ビルで、日本マラ
ウイ協会主催の「マラウイを
語る集い2019」が開催され
ました。TICAD7の開催に合
わせ来日したマラウイ共和国
副大統領や国務大臣、駐日マ

ラウイ共和国大使、同協会の会員やマラウイに派遣された
協力隊OB・OGなど１83人が参加しました。
　このイベントで、マラウイの外務国際協力大臣フランシ
ス・カサイラ氏と、 さん（マラウイ・理数科教師・
1982年度4次隊）、 さん（マラウイ・理数科教師・
1983年度1次隊）が、34年ぶりの再会を果たしました。カ
サイラ大臣は学生時代に松岡さんと塚田さんの理数科の授
業を受けており、来日にあたり2人との再会を希望。集いで
は「プロフェッショナルな先生たちで、大学の授業について
いけたのも2人のおかげ」と感謝の言葉を述べました。松岡
さんは当時の大臣を「たいへん優秀な生徒だったと思いま
す」と振り返り、塚田さんは「30数年経って今、当時の生徒
がマラウイのためにがんばっている姿を見ることができて、
教師冥利に尽きると感じています」と再会を喜びました。

（左から）西岡周一郎日本マラウイ協会副
会長（前在マラウイ日本国特命全権大使）、
塚田さん、カサイラ大臣、松岡さん

「2年間で得た経験や知見を日本や国際社会
に還元していきたい」と話す竹本さん

協力隊ブース内で行われた『地球の歩き
方』のゲスト さん（ウガンダ・小
学校教育・2017年度1次隊）

2017年度2次隊帰国者数（2019年9、10月帰国／予定）

青年海外協力隊 146人（42カ国）
シニア海外ボランティア   45人（19カ国）

ひとりひとりの
自覚が大事！ PA

SS
PORT ACCIDENT
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　2016 ～ 18年度の3年間の公用旅券の事故発生件
数を、JICAの派遣形態ごとに見てみましょう。

 
  

　事故の内容を検証してみると、紛失の場合には、「移
動のバスやタクシーの中にバッグを置き忘れた」「旅行
中、寝台列車のなかで就寝している間にバッグを盗まれ
た」「レストランで食事中、背もたれに置いていたバッグ
を盗まれた」など、「公用旅券をパスポートホルダーに保
管せず、貴重品などと一緒にバッグに入れていたため、バ
ッグを盗まれる、置き忘れるなどにより、事故が発生」し
たケースが多発しています。
　つまり、これら事故の多くは、以下の旅券紛失事故防
止5か条を守っていれば、予防できるものです。皆さんも

派遣前の注意喚起や、旅行シーズン前の派遣国事務所
からの連絡で十分認識しているとは思いますが、派遣国
での生活に慣れてくると、気が緩み、「これくらいは問題
ないだろう」「自分は大丈夫」と油断しがちです。改めて、
以下の5か条とともに、最近のご自身の旅券管理の状況
を点検してみてください。

【旅券紛失事故防止5か条】
❶肌身離さず！（パスポートホルダー使用）
❷ほかの貴重品とは一緒にしない！
❸使用後は、鍵の掛かる場所にしまったことを確認！
❹不要時には携行しない！
❺旅行中は特に気が緩みがち！
　JICA海外協力隊は、他のスキームと比べ派遣人数も
多いので、隊員全体から見た発生件数割合はひと握りの
数ですが、とは言え、旅券事故は、ひとりひとりが十分に
留意することで未然に防げるケースが多いので、皆さん
の自覚で事故発生件数「0」を目指していきましょう！

公用旅券事故から学ぶ ｜ No.9

公用旅券紛失・事故発生件数0を目指しましょう！

旅券事故
件数

（単位：件）

職員 専門家等 協力隊 調査団

紛失 紛失
以外 紛失 紛失

以外 紛失 紛失
以外 紛失 紛失

以外

2018年 0 2 4  1※ 4 2 0 0

2017年 ２ 3 4 4 ２ ２ 0 0

2016年 ０ ０ 4 2 4 1 1 ０
※未遂

2018年のシンポジウムの
様子。関西（兵庫、大阪、
京都）を中心とした協力隊
OB・OGと協力隊参加予
定者など167人が参加した

第三回 全国OV教員・
教育研究シンポジウム

開発途上国での人づくり、国づくりの経験を日本の教育現場で生
かすため、全国の協力隊OB・OGなどが集い、多文化共生やグロー
カルといった視点で実践的な交流を行うシンポジウム。これから
協力隊として派遣される教員も参加し、派遣へ向けた準備や心構
えと帰国後の協力隊経験の生かし方を共有します。3回目の今年
は、東京都市大学教授の佐藤真久氏による基調講演や、元タンザ
ニア隊員（養護教諭）が帰国後の教育現場で実践した国際理解
教育の発表に加え、派遣半年後の現職教員と会場をTV会議で繋
ぎ、情報の共有や活動へのアドバイスをする予定です。

いつ？ 	12月22日（日）10:00〜
どこ？ 	JICA関西センター（兵庫県神戸市）
連絡先 	青年海外協力隊事務局人材育成課　

12月
22日

兵庫
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募集中のお題

「リフレッシュ」「現地化」「ご褒美」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

素敵な習慣
家を出ると大家さんから「どこに行くの？」 学校では先生から「元気？」と、いつもみんなが声を掛けてく
れる。毎日毎日同じ質問だなあと思っていたが、これは彼らの"あいさつ"なんだと気づく。色んな人と声を

交わし合う、素敵な習慣。今では私もたくさん質問している。

ペンネーム：メコン川が癒やしさん（女性）　　協力隊員（アジア・小学校教育・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ 質問

イラスト＝牧野良幸

　万国共通
「彼氏いるの？」他愛もない会話から必ず
聞かれるこの質問。「いない」と返せば、

「この国の男性はどうだ」と99パーセント
勧められる。「日本人がいいな」と言えば、

「連れて帰りなよ」と冗談交じりの粘りの
返答。恋愛ネタって、万国共通。体格のよ
さ、紳士的な立ち振る舞いには惹かれるん
ですけどね。

ペンネーム：こぶたさん（女性）
協力隊員

（大洋州・コミュニティ開発・2018年度派遣）

★ 　答えを探して
オフィスの方「何しに来たの？」。私「わた
しに何ができるの？」。何度繰り返したか
この質問合戦。繰り返すばかりではただ
のパラレルワールドと、少し角度を変えて
交点を探ろうとするも、方向を誤ると広が
る互いの距離（涙）　それでも交点を探し

続ける1年半。「交点」どこにあるの？

ペンネーム：ネパママさん（女性）
協力隊員（アジア・交通安全・2017年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　  誰が掃除するの？
派遣国で「レチョン（豚の丸焼き）」は大好物。先日、
友人の誕生日会に招かれ、家の庭先でレチョンづく
り開始。生きた豚を縛って、解体して、焼くこと4時間。
出来上がったレチョンを家の中に運ぶのですが、脂
が滴り落ちています。それをリビングへ……当然、床
は脂まみれ。土足文化の派遣国、床は脂と残飯と泥
で悲惨に感じるのですが、それは私だけのようです。
私は途中で帰ったのですが、誰がそれを掃除したの
でしょうか？　気になって仕方がありません。でもレ
チョンづくりで褒められたのは嬉しかった〜♪

ペンネーム：もーがんさん（男性）
SV（アジア・コンピュータ技術・2018年度派遣）

★★★
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今月号の表紙

ザンビア
 

文＝ さん
（ザンビア・PCインストラクター・2016年度4次隊）
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教員研修で、「理科実験の重要性」について講義を行う服部さん

「この学校にいさえすれば良い」
と言われていました。

文＝ さん

▶︎パプアニューギニア
▶︎理科教育
▶︎2017年度3次隊

■  PROFILE
1993年生まれ、岡山県出身。公
立高校の講師を経て、2018年1月、
協力隊員としてパプアニューギニア
に赴任。20年1月に帰国予定。

■  活動概要
ホスキンス・セカンダリースクー
ル（西ニューブリテン州ホスキン
ス）に配属され、主に以下の活
動に従事。
●理科の授業を担当し、身近な
物を使った実験や教材を開発・
導入
●同僚教員への技術指導

　私は日本の中学3年生〜高校3年生にあたるセカン
ダリースクールに理科教員として配属されました。活
動の最初の壁となったのは、同僚の先生たちが皆、多
くの授業を抱えており、その日の担当授業が終わると
疲れてすぐに帰ってしまうことです。彼らへの技術指導
をしたくても、できないのでした。公務員の給料が長期
間、未払いになることも多 あ々り、そうした背景を知れ
ば知るほど、同僚の先生たちにさらなる教材研究を促
すことはためらわれました。そもそも、私は彼らより若い
ため、当初は「技術指導をするボランティアだ」と認識
されていなかったと思います。「あなたはこの学校にい
さえすれば良い。それが学校のステータスになるんだ」。
そう言われたのを今でも覚えています。
　自分の担当授業をこなすだけという状態のままで半
年以上が経ったころ、教頭先生から突然、ある提案を
されました。「来週、教員研修を開く。何でも構わない
からプレゼンをやってくれないか」。かなり無茶な要求
でしたが、返事は「イエス」。これを逃したら、「授業を
するだけのボランティア」で終わってしまいそうな気が
したので、全力でプレゼンの準備を行いました。
　設定したテーマは「理科実験の重要性」。自分の考
えがうまく伝わるか不安でしたが、当日の先生たちの
反応は予想を超えた好感触で、いくつもの質問や意見
が返ってきました。彼らは漠然と「実験や教材開発は
良いもの」と認識していたものの、なぜそれらが必要な
のかまでは研究・認識が進んでいなかったようで、そ

の点に関する彼らの疑問にうまく答えることができたた
め、彼らの私を見る目が変わりました。
　それからは、彼らに教員研修の内容について相談さ
れたり、授業でどんな実験をしているのか聞かれたりす
るようになりました。私が押しかけるのではなく、彼らの
ほうから進んで話を聞いてくれるようになったので、結
果的に良い関係が築けたのだと思っています。
　半年間の「完全放置状態」から、いきなりビッグチャ
ンスが与えられる。日本では考えられない流れですが、
それに応えられたことは本当にいい経験になりました。

不安になるかもしれないけれど、
チャンスは必ずやってくる！

思うような活動ができないからといってもがけば、配
属先との間に摩擦が生まれることもあります。焦ら
ず、チャンスの到来を待つ。それをものにすることが
できれば、配属先の認識も大きく変わるはずです。

YELL !!

CROSS YELL !!
—先輩隊員からの置き土産—


	1
	2
	4
	6
	14
	22
	24
	26
	28
	30
	32
	34
	35



